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設備管理業務特記仕様書 

 

  この特記仕様書は、埼玉県立大学（以下「大学」という）の設備管理業務（以下「業務」

という）を円滑に実施するために必要な事項を定めるものである。本業務は、業務委託共通

仕様書及び本特記仕様書に定めるほか、建築保全業務共通仕様書 令和5年版（国土交通省

大臣官房官庁営繕部監修）（以下「保全共通仕様書」という）に基づき行う。 

 

第１章  総則 

１ 目的 

     業務は、大学の安全と快適な環境を維持することを目的とする。 

その実現のため、施設及び設備を総合的な観点から、計画的かつ適正に運転・管理し、

積極的な点検及びメンテナンスを行い、事故・故障の未然防止及び早期発見並びに快適

な環境の提供に努め、機器の信頼性及び耐久性の向上、迅速な故障復旧並びにエネルギ

ーの節約を図ること。 

   また、業務に当たり、大学運営の一翼を担っているという自覚を常に持ち続け、業務

改善のため積極的に提案を行い、大学が発注する他業務委託との連携を密に図り、効率

的に業務が遂行できるよう努力すること。 

 

２ 業務履行期間等 

  （１）本特記仕様書は、施設の運転監視、日常点検及び保守等の委託業務の内容について

示すものであるが、記載のない事項であっても、業務の性質上実施しなければなら

ないもの及び発注者と受注者が協議して定めた業務は、業務員に周知徹底し誠実に

実施すること。 

  （２）業務時間は原則として次の時間とする。ただし、監督員から指示のあった場合はそ

れに応ずること。 

イ  日常点検保守 

         ≪平日・休日≫   午前８時００分から午後５時００分まで 

   ロ  運転監視（防災センター） 

         ≪平日・休日≫   午前８時００分から午後９時００分まで 

   ハ  宿直（防災センター） 

         ≪平日・休日≫   午後９時００分から翌日午前８時００分まで  

 （３）配置人数は、次のとおりとする。 

   イ 午前８時００分から午後０時００分まで ２人以上 

   ロ 午後０時００分から午後５時００分まで ４人以上 

   ハ 午後５時００分から午後９時００分まで ２人以上 

   二 午後９時００分から翌日午前８時００分まで １人以上 

 

３ 業務の範囲 

     業務は、大学に設置されている諸設備の安全かつ経済的な運転と適切な保守点検を

行い、予防保全に努めるとともに、万一、異常又は異常を予知できる兆候を察した場合

は適切な措置を行い、安全の確保及び設備の長寿命化を図ること。 

     業務は、第２章３の区分及び第３～５章による。 

     



４ 業務の実施 

 （１）業務の計画立案と実施 

    業務の実施に当たっては、常に大学及び関係業務と密接な連絡を取り、施設の運

営状況を考慮し、業務の計画を立案し、臨機応変な組織と機能をもって実施に当た

ること。 

 （２）設備の運転監視業務 

    空気調和設備の運転に当たっては、施設の利用状況及び天候を考慮し、室温及び

湿度等を常に快適な環境となるように維持すること。また、効率的かつ省エネ運転

に努めること。 

 （３）設備の点検項目・周期表 

    付則２「電気設備関係点検項目・周期表」、付則３「機械設備関係点検項目・周期

表」及び「保全共通仕様書」を参考とする。 

 （４）業務実施計画 

   イ  業務計画書等の提出 

業務組織表、業務従事者名簿及び業務計画書（年間は契約後５日以内、月間は実施

する月の前月末まで）を提出し、承認を得ること。 

   ロ  持込み備品表の提出 

業務の履行に必要な持込み機材は、一覧表を提出し承認を得ること。 

 （５）設備の作成・保管業務書類 

   イ  運転日誌・作業日誌 

   ロ  日常巡視点検日誌 

   ハ  各点検・整備記録 

   ニ  事故発生報告書 

   ホ  設備管理月報・年報 

   ヘ  関係図面の整備、書類の保管 

   ト  その他必要なもの 

 （６）点検等の結果に対する処理 

   イ  点検の結果、不備な箇所等を発見した場合は、必要な措置を施すこと。 

   ロ  故障の程度により復旧が困難な場合は、速やかに監督員に報告し、大学発注業

者が調査を行う際は、現場への案内、経過の説明など協力すること。修理等の際は

立会い、その復旧に全力をあげること。 

 

５ 業務従事者 

 （１）業務責任者等の配置及び職務 

   ア 受注者は、業務を円滑に遂行するため、業務従事者のうちから全ての現場業務に

ついて、統括的な責任を有する者（以下「業務責任者」という）を専任の上、業務

現場に配置し、発注者に届け出ること。 

     なお受注者は、業務責任者が不在の場合に備え、その職務を代理する者（副責任

者）を専任し、発注者に届け出ること。 

    ・業務責任者及び副責任者は設備に関する実務に５年以上の経験を有する者を配

置すること。 

    ・業務責任者不在時は、副責任者に業務責任者に準ずる権限を付与し代行させる

こと。 



 

   イ 業務責任者は、業務を円滑に遂行するため、常に発注者との連携を緊密にし、必

要な連絡を行うとともに、次に掲げる職務を行うこと。 

    ・発注者との連絡調整 

    ・業務従事者の指揮及び管理監督 

    ・業務従事者の指導、教育 

    ・運営管理上効率的な使用となるよう適切な指導、助言 

    ・その他作業管理全般等 

   ウ 業務責任者は、業務開始日の３月以前から恒常的な雇用関係である者のうち、設

備の保全管理業務・点検整備業務において、高度な技術力及び判断力並びに作業の

指導等の総合的な技能を有すること。 

 （２）業務体制 

常駐場所は防災センターとし、運転監視業務のため最低１名は常駐すること。現場

対応のため、やむを得ず防災センターを無人にするときは、連絡先を明示すること。

宿直時間は、現場での対応が必要なとき以外は原則防災センターにて待機すること。

また、緊急時に応援が呼べる体制を整備しておくこと。 

   ア 日常点検保守の時間中は、業務責任者又は副責任者を常駐させること。 

   イ 業務員は、作業に関する必要な知識及び技能を有すること。 

 （３）有資格者の配置 

    受注者は、下記資格を有する者を配置すること。ただし、監督員と協議の上、複数

の資格を兼任するよう選任することは構わない。 

  ア 電気主任技術者及び電気工事士取得者で業務を十分遂行できる者。 

  イ ボイラー技士取得者で業務を十分遂行できる者。 

  ウ 建築物環境衛生管理技術者取得者で業務を十分遂行できる者。 

  エ 危険物取扱者（乙種４類）取得者で業務を十分遂行できる者。 

  オ 第３種冷凍機械責任者取得者で業務を十分遂行できる者。 

  カ 公害防止主任者又は公害防止管理者（大気関係）取得者で業務を十分遂行できる

者。 

  キ 甲種防火管理者取得者で業務を十分遂行できる者。 

  ク 消防設備士取得者で業務を十分遂行できる者。 

  ケ 管工事施工管理技士又は同等と認められる者。 

  コ その他関係法令に基づく法定技術責任者が必要となった場合も監督員と協議の

上、選任するものとする。 

 

６ 業務従事者に対する異議 

     業務の遂行にあたって、業務従事者について著しく不適当と認める者があるときは、

発注者は受注者に対しその事由を明示し、当該業務従事者の交代に関し要求することが

できる。 

 

７ 損害賠償 

     業務従事者が業務の実施に当たり、故意又は過失によって施設設備、備品等を滅失又

は破損したときは、受注者の負担において現状を回復するとともに生じた損害を賠償す

ること。 



     また、業務従事者が業務実施に当たり、第三者に損害を及ぼしたときは、大学の責務

に帰する場合を除き、その責任を負わなければならない。 

 

８ 業務実施報告書等 

     受注者は、作業実施後、次の書類を監督員に提出しなければならない。 

 （１）業務実施報告書（保守点検整備記録簿） 

 （２）業務日報 

 （３）業務実施状況写真 

 （４）その他監督員が必要と認め提出を求めた書類 

 

９ 軽微な変更 

 （１）仕様書に基づく業務が施設の運営管理上の変更を生じた場合、発注者と受注者とで

協議の上これを軽微な変更として取り扱い業務範囲内にて実施すること。 

 （２）業務において、法令上実施しなければならないもの又は発注者が実施しなければな

らないと認めるものについては、受注者の負担により実施すること。 

 

10 緊急時の処置 

   故障の早期発見及び事故の未然防止に努めるとともに、火災、停電、断水又はその他

の災害が発生した場合は、直ちに監督員に第一報を入れること。また、必要に応じて警

察、消防に、通報・連絡すること。 

 

11 守秘義務 

     受注者は、業務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。このことは、契約の

解除又は期間終了後も同様とする。 

 

12 負担区分 

 （１）業務を履行するために必要な電気、水及びガス等は、発注者の負担とする。 

 （２）業務を履行するため、防災センター、控え室、机、ロッカー及び資材置場等は、発

注者が貸与する。（講堂倉庫を業務従事者控え室とする。） 

 （３）業務実施のために必要な工具、測定器及び消耗品等は、受注者の負担とする。 

    ただし、資材、電球、工作機械、機械部品、燃料及び薬品等は、発注者の負担とす

る。 

 （４）法令に基づく設備等の検査が必要な場合は、受注者の負担とする。 

 （５）業務に関する連絡に限り、事務用電話の使用を認める。 

 

13 受注者の法令上の責任 

  受注者は、労働基準法（昭和22年法律第49号）、職業安定法（昭和22年法律第141号）、

最低賃金法（昭和34年法律第137号）、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）及び雇用

保険法（昭和49年法律第116号）その他労務関係諸法令を遵守するとともに、雇用者又は

使用者として、業務員に係る一切の責任を負い、かつ責任をもって業務員を管理し、発

注者に対してその責任を及ぼさないこと。 

 

 



 

14 疑義の処理 

     この仕様書について疑義が生じた場合は、発注者と受注者とで協議して処理する 

こと。 

 

15 関係法令等の遵守 

     設備管理の業務に当たっては、下記の法令、その他関係諸法令及び大学各規程等を遵

守し、大学の安全と快適な環境の保持に努めること。 

 （１）労働安全衛生法 

 （２）消防法及び埼玉県立大学消防計画書 

 （３）建築物における衛生的環境の確保に関する法律 

 （４）水道法 

 （５）電気事業法及び埼玉県立大学自家用電気工作物保安規程 

 （６）電気通信事業法 

 （７）高圧ガス保安法 

 （８）大気汚染防止法 

 （９）水質汚濁防止法 

 （10）建築基準法 

 （11）廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

 （12）埼玉県立大学施設等管理規程及び規程に基づく各種要綱等 

 （13）その他関係法令 

 

16 2025年度本業務受注者からの引継業務 

   受注者は業務履行に当たり前回の受注業者から十分に業務引継を受けること。 

 

17 2028年度本業務受注者への引継業務 

   2028年度本業務受注者に対し、業務の速やかかつ確実な立ち上げが行えるように、業

務引継を行うこと。引継期間はおおむね１か月間とする。なお、引継期間は契約期間に

とらわれない。また、引継業務及びこれに関連する業務に要する費用は、すべて受注者

の負担とする。 

 

  



第２章 基本事項 

 

１ 建物等の規模 

 （１）北棟 ＲＣ＋Ｓ造     ４階建 １５，３４９．３４ ｍ２ 

 （２）教育研修センター棟 ＲＣ＋Ｓ造    ４階建 ３，５４１．２１ ｍ２ 

 （３）共通施設棟 ＲＣ造        ２階建 ３，１８４．８４ ｍ２ 

 （４）本部棟 ＲＣ＋ＳＲＣ＋Ｓ造   ４階建 ７，２９３．０２ ｍ２ 

 （５）情報センター棟 ＲＣ造        ２階建 ２，９０４．１７ ｍ２ 

 （６）南棟 ＲＣ＋Ｓ造   ４階建 １６，０１７．７１ ｍ２ 

 （７）学生会館 ＲＣ＋Ｓ造    ３階建 １，８２８．４７ ｍ２ 

 （８）体育館 ＲＣ＋Ｓ造    ３階建 ２，９２１．９２ ｍ２ 

 （９）その他 １，１１１．４２ ｍ２ 

       合計（延面積） ５４，１５２．１０ ｍ２ 

 （10）大学敷地面積 １０２，２６５．３７ ｍ２ 

 （11）敷地及び建物の参考平面図は、別添平面図による。 

 

２ 業務対象設備 

     大学の安全と衛生的で快適な環境の維持を図り、諸設備の合理的かつ経済的な運転

管理業務を実施し、円滑な運営を図ること。 

業務対象設備の種類・数量及び内容は、下記及び付則１「保全対象設備表」とする。 

 （１）中央監視設備 

 （２）空気調和設備 

 （３）吸収冷温水機設備 

 （４）給排水衛生設備 

 （５）電気設備 

 （６）自家用発電機設備 

 （７）防災設備 

 （８）舞台装置設備 

 （９）建築建具 

 （１０）その他付帯設備 

 

３ 業務の区分 

     業務は、次の区分によって行う。 

 （１）総括管理業務 

 （２）運転監視・日常点検保守業務 

 （３）定期点検・測定・清掃業務 

 

４ 書類の整備 

     業務に関する書類は必要な都度取り出せるように防災センター室に常備し、これを

保管、管理、整備しておかなければならない。 

 （１）埼玉県立大学設備管理業務委託仕様書 

 （２）保全計画及び業務工程表（月間、年間） 

 （３）日常及び定期点検整備・測定記録表 



 （４）業務日誌及び打合せ記録 

 （５）管理日報、月報及びメッセージ等打出し資料 

 （６）貸与品（備品、消耗品）、設備機器台帳 

 （７）業務員名簿 

 （８）機器故障（事故）等報告書、点検・補修・作業等報告書 

 （９）発注者（大学）が貸与する書類 

      ①完成図  ②機器完成図  ③保全に関する指導案内書  ④試運転報告書 

      ⑤施工記録に関する図書類及び写真 

 （10）埼玉県立大学消防計画書に基づく点検記録 



第３章  統括管理業務 

 

１ 建築物環境衛生管理技術者の業務 

 （１）建築物の維持管理全般が環境衛生上適正に行われるように次の業務を行うこと。 

     イ  維持管理業務計画書の立案（年間、月間） 

     ロ  維持管理業務の全般監督 

     ハ  環境衛生上管理に関する測定又は検査の実施とその結果の評価 

     ニ  環境衛生上の維持管理に必要な調査の実施とその結果の評価 

     ホ  環境衛生管理に必要な諸書類の作成及び関係書類の保管 

     ヘ  環境衛生管理に必要な意見の具申、その他必要な業務 

 （２）年間管理計画は法に則した当年度の計画をたてること。 

 （３）計画及び臨時に必要と認められた事項について測定検査及び調整を指導し、又は自

ら実施して、その結果を評価し衛生的環境の維持向上に資すること。 

 （４）監督、測定、検査、調査その他によって特に改善、変更等を要すると認められた事

項について、具体的にその内容を明らかにした文書により、その都度、監督員に報告

し指示を受けること。 

 （５）管理計画のほか、実施報告書、測定及び調査等の記録及び評価等に関する書類、関

係官公庁への報告その他の書類並びに上記各種書類にかかわる図面等を作成するこ

と。 

 （６）建築物衛生管理技術者は要請があれば、適切な時期に建築物の環境衛生に関して職

員にその維持管理状況を報告し、改善等について説明すること。 

 

２ 運転等計画業務 

     受注者は機器の機能を十分理解し保守点検業務に当たるとともに各棟、各室は使用

条件も異なるため、省エネルギー、機器の機能保全を考慮した運転計画及び保守計画を

立案し業務に対応すること。 

 

３ 記録等管理業務 

     日常点検記録、各機器の運転日誌、設備台帳及び中央監視機器からの打出し資料等の

解析、フィードバックに関する業務並びに関係予備品、備品、工具類等の保管管理を行

うこと。 

 

４ 立会い業務 

     各施設、機器等に係る定期点検、検査、修繕及び重油等の搬入について監督員と打合

せを行い、実施に立会い、運転上支障のないようにすること。 

 

５ 防災業務 

（１）  災害、事故等が発生した場合は、別に指示する緊急連絡等の非常時の処置による

とともに、監督員にその発生内容の状況等を迅速に報告し、二次災害の防止と適

切な復旧措置を講じ、校舎の安全確保に努めること。また、埼玉県立大学消防計画

書を熟知しその対応について必要な措置をとること。 

 

 



 （２）業務員は、日頃から機器操作、火災時等における防災機器の作動順序把握を中心と

した訓練を行わなければならない。 

    また、定期的に実施される大学の防災訓練に参加すること。 

 

６ その他の業務 

 （１）各施設、機器等の安全な運用を確保するための点検、調整、改善及び工事を必要と

認めるときは、速やかに意見を付して監督員に報告し指示を受けること。 

 （２）その他監督員の指示する業務を行うほか、各業務について監督員はもとより大学が

発注する他の委託業者との緊密な連絡・協力体制を構築し柔軟に業務にあたること。 

 （３）大学が発注する修繕・工事の受注者がその修繕・工事完了のため実施する調査等に

協力し、必要な資料の提供を監督員の指示の下、行うこと。また、必要な機器の発停

についても同様に行うこと。 

 （４）対象設備等の操作マニュアル、取扱説明書等を整理すること。また、実作業により

得た注意点・作業手順をマニュアル等にフィードバックすること。 

 （５）その他管理運営上、必要なもの。 

 

 



第４章  運転監視・日常点検保守業務 

  

１ 業務内容 

 （１）運転監視業務（防災センター） 

        設備管理に精通した職員が常時勤務し、運転計画等に基づき機器の効率的な運転

に努めること。 

・遠隔監視制御機器による設備機器の運転、監視業務 

・火災総合操作盤、非常放送操作盤、ELV監視盤等の運転監視 

・運転開始前には、システムや機器等の各部に異常又は支障がないことを確認する

こと。 

・運転中は、システムや機器等の正常運転を確認し、必要に応じ計測等を行う。 

・システム運用上必要な各種操作を行う。 

・機器の運転停止の状態、操作及び故障、警報等の監視を行う。 

・室内空気環境、衛生状態の監視及び調整を行う。 

・コンピュータ制御を行うものについては、制御状態、結果の監視を行うとともに各

種データの抽出管理を行う。 

・定期的に外気状態の監視を行う。 

 （２）日常点検保守 

①電気設備 

        受変電設備（直流電源設備、自家用発電機設備、電力監視装置等を含む一式）、電

灯・コンセント設備及び弱電設備（放送設備、電気時計、表示設備、テレビ共聴）を

消防法、建築基準法及びその他の法令又は別添「埼玉県立大学自家用電気工作物保安

規程」等を遵守し、次の業務を行うこと。 

・付則１「保全対象設備表」に掲げる設備の日常点検保守業務 

・運転、監視、清掃、日常保守点検及び関係者との連絡調整 

・照明器具の球交換（大学所有の高所作業台を使用して交換を行える箇所とする） 

・各種の計測及び記録の作成 

・授業期間中は午後６時以降に学内を巡回し、照明・空調の切り忘れを点検すること。 

・年１回実施する自家用電気工作物保安検査の際は、大学が別に発注する「自家用電

気工作物保安管理業務」受注者の検査の立会・案内を行い、そのために必要な従業員

の配置を行うこと。また、検査実施のために必要な仮設電源の配線、事前準備、停電

前の機器停止、復電後の機器復旧を行い、その作業計画書を事前に提出すること。 

 

    ②空気調和設備 

        中央監視装置、ボイラー、冷温水発生機、空気調和機、ファンコイルユニット、送

排風機等について、消防法、建築基準法、労働安全衛生法その他の法令を遵守し、次

の業務を行うこと。 

・付則１「保全対象設備表」に掲げる設備の日常点検保守業務 

・運転、監視、清掃、日常保守点検及び関係者との連絡調整 

・各種の計測及び記録の作成 

・パッケージ形空気調和機設備の日常保守点検・清掃 

・エアーフィルター設備の日常保守点検・清掃 

・ボイラー、角型滅菌器の法定整備検査及び日常保守点検 



・薬液類の補充及び補充量の監視・管理 

・送排風機の日常点検・清掃 

 

   ③消防設備 

        消防法に基づく定期点検業務を除き自動火災報知設備、消火栓設備、排煙設備、誘

導灯設備等について、巡回点検を行うこと。 

 

   ④給排水衛生設備 

        上水及び雑用水の給水、給湯及び排水設備等について次の業務を行うこと。ただ

し、分解を伴う精密点検及び清掃を除く。 

・運転、監視、清掃及び保守点検 

・受水槽（清掃含む）、中水槽（清掃含む）、膨張水槽、耐震性貯水槽及びマンホー

ル等の保守点検 

・各種の計測及び記録の作成 

・分析及び記録の作成 

・薬液類の補充及び補充量の監視・管理 

 

   ⑤講堂の舞台設備・照明設備・ＡＶ機器設備 

   大学運営上、発注者が必要と認める範囲内において、講堂の舞台設備・照明設備・Ａ

Ｖ機器設備（講義室含む）の運転・操作を行うこと。 

 

  ⑥その他 

   本部棟、共通施設棟及び情報センター棟の屋上ウッドデッキを巡回した際に、劣化・

ビス抜け等の不具合がある場合、補整調整を行うこと。 

 

 （３）宿直 

現場での対応が必要なとき以外は原則防災センターにて待機することとし、次の業務

を行うこと。 

・システム運用上必要な各種操作を行う。 

・機器の故障、警報等の確認を行う。 

・災害非常時等の初期対応及び関係機関への通報、在学者の避難誘導 

重大な不具合の際は、監督員に第一報を入れ、緊急時に応援が呼べる体制を整備しておく 

こと。 

 

２ 保守点検の方法 

     大学の設備保守、点検業務は機器の状態、用途及び稼動に応じた臨機の適正な保全を

行うものとし、付則４を参考として積極的に実施すること。また、教職員より設備の不

具合連絡を受けた際は現場に急行し、臨機の措置を取り、その内容・経過を監督員に報

告すること。また監督員が設備点検を要請した場合は、必要な点検を行うこと。 

  （１）点検は、特殊な場合を除き目視等による点検とする。なお、点検には脚立程度の踏

台を使用するものとする。 

  （２）天井裏等の隠ぺい部分の点検は、点検口等の回りから目視できる範囲とする。 

 



３ 記録の方法 

     記録は設備の損耗、経年変化、機能低下の状態等現状を的確に表現したものを整備す

ること。また、設備の修繕、更新、保全計画及び管理改善のための重要な情報となるよ

う、受注者は積極的に意見を具申すること。あわせて各設備メータ類及び光熱水費に係

る検針・記録を行うこと。 

 

４ 修繕業務 

  （１）修繕は、故障・破損復旧、機器の信頼性及び耐久性の向上並びに故障の未然防止の

ため、積極的に対応の提案を行い、監督員の指示に基づきこれを行うこと。ただし、

緊急を要する場合は、臨機の措置を取り、その内容を遅滞なく監督員に報告すること。 

  （２）修繕の際に必要となる部品・部材・工具は大学で用意する。 

 



第５章  定期点検・測定・清掃業務 

 

業務内容 

  定期点検・測定・清掃業務の内容は以下のとおりとし、法令、保全共通仕様書、各設備機

器取扱説明書、ＪＩＳ等に基づき行うこと。 

 受注者は、以下の業務及び作業実施前において、年間の業務実施要領書を作成し、発注者

に提出し承諾を得ること。また、各回の実施報告書を法令その他に基づき、監督員と協議の

うえ定め、これを作業実施後遅滞なく作成し、承諾を得ること。 

 

１ 飲料水等水質検査業務  年２回 

検査は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

検査場所及び日時については、監督員と協議すること。 

残留塩素測定については各棟の上水系統末端箇所で毎日実施すること。 

中水のｐＨ、臭気、外観、残留塩素測定を毎週実施すること。また、大腸菌測定につい

ては２か月ごとに実施すること。 

水道法第34条の２第２項に基づく簡易専用水道の管理についての検査を実施すること。 

所轄所に報告等が必要な場合は、本業務内容に含むものとする。 

 

２ 空気環境測定業務  年６回 

測定は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

測定点は、３３点以上とする。 

測定場所及び日時については、監督員と協議すること。 

測定項目は、下記による。 

ア 浮遊粉じん 

イ 一酸化炭素 

ウ 炭酸ガス 

エ 温度 

オ 相対湿度 

カ 気流 

 

３ 機械室定期清掃業務  年２回 

清掃は、モップ等による水拭き清掃、箒等による塵芥の清掃及び消耗部品等の整理整頓

とする。対象箇所は、大学内電気室、機械室等の監督員の指定する場所とする。 

 

４ ばい煙測定業務  年２回 

測定は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

測定点は、２０点以上とする。 

測定場所、日時及び濃度計量証明については、監督員と協議すること。 

測定項目は、下記による。 

ア 湿り排ガス流量 

イ 乾き排ガス流量 

ウ 流速 

エ 排ガス温度 



オ 水分量 

カ 排ガス中のＯ２濃度 

キ ダスト濃度 

ク ダストＯ２５％換算値 

ケ 窒素酸化物濃度 

コ 窒素酸化物Ｏ２５％換算値 

 

５ 受水槽清掃作業  年１回（2025年度は実施なし） 

作業は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

作業場所及び日時については、監督員と協議すること。 

作業項目には、受水槽廻り関連設備機器の点検を含む。 

 

６ 中水槽清掃作業  ３年に１回(2027年度実施） 

作業は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

作業場所及び日時については、監督員と協議すること。 

作業項目には、受水槽廻り関連設備機器の点検を含む。 

 

７ 排水ポンプ槽清掃作業  年４回 

作業は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

作業場所及び日時については、監督員と協議すること。 

作業項目には、排水槽廻り関連設備機器の点検を含む。 

汚泥の収集運搬及び処分については、受注者にて廃棄物の処理及び清掃に関する法律に

基づき収集運搬業の許可及び処分業の許可を有する者に適正に処理させること。 

処理にあたっては、マニフェスト票及び実地調査により適正に行うこと。 

 

８ 自動灌水設備点検業務  年４回 

点検は、保全共通仕様書に準拠し実施すること。 

点検項目には、自動灌水関連設備機器の点検、緑化散水タイマーのプログラムの変更、

電磁弁の清掃、ストレーナの清掃、点滴式灌水ホースの通水試験及び水漏れ確認・補修

を含む。なお、補修方法については、監督員と協議すること。 

 

９ 池ろ過設備点検業務  年２回 

点検は、保全共通仕様書に準拠し実施すること。 

点検項目は、池ろ過関連設備機器の点検、ポンプピット内の残留塩素測定、その他納入

業者取扱説明書による。 

 

10 固液分離設備点検業務  月１回 

点検は、保全共通仕様書に準拠し実施すること。 

点検項目は、固液分離関連設備機器の点検、その他納入業者取扱説明書による。 

 

11 実験排水設備点検業務  月２回 

点検は、保全共通仕様書に準拠し実施すること。  

点検内容は、付則５実験排水設備の保守点検内容による。 



 

12 厨房除害設備点検業務  月１回 

点検は、保全共通仕様書に準拠し実施すること。 

点検内容は、付則５厨房除害設備の保守点検内容による。 

 

13 防災用井戸設備点検業務  月１回 

点検は、保全共通仕様書に基づき実施すること。 

点検項目は、防災用井戸関連設備機器の点検、その他納入業者取扱説明書による。また、

大学指定様式の揚水量報告書作成を行うこと。 

 

14 排水水質測定業務  年２回 

測定は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

測定日時については、監督員と協議すること。 

 

15 照度測定業務  年２回 

測定は、法令及び保全共通仕様書等に基づき実施すること。 

測定点は、４００点以上とする。 

測定場所及び日時については、監督員と協議すること。 

測定項目は、照度（ルクス）とする。 

 

16 フロン漏洩調査 フロン排出抑制法に基づいた点検 

フロン排出抑制法に基づく、簡易点検・定期点検を実施すること。 

実施後に点検報告書を作成し提出すること。 

 

17 建築物定期点検 2025年度実施 

建築基準法第12条第２項の規定に基づく建築物（建築設備を除く。）の定期点検を 

実施すること。点検結果については、「特殊建築物等定期調査業務基準(2025年改訂版)」

（発行：(一財)日本建築防災協会）に準拠した報告書を作成し提出すること。 

 

18 空気調和設備 定期点検 

保守対象機器は「別紙１－１～３ 空気調和設備保守点検対象機器」のとおりとする。 

(１)本部棟空冷式スクリューヒートポンプチリングユニット 

年１回、冷房シーズンイン点検を実施する。点検時に必要部品の交換を行うこと。また、安全弁に

ついては、変形・破損等の有無の確認及び検査を行い、成績書を提出すること。 

(２)南棟空冷ヒートポンプ式熱回収形スクリューチリングユニット 

年１回、冷房シーズンイン点検を実施する。点検時に必要部品の交換を行うこと。また、安全弁に

ついては、製造業者取扱説明書等における所定の値で作動することを確認すること。 

(３)冷却塔 

年２回、冷房シーズンイン点検及びオン点検を実施する。なお、冷房運転中にレジオネラ属菌検査

（採水）を行い、検査結果を直ちに発注者に報告するものとする。 

(４)恒温恒湿室・環境実験室系統空気調和関連設備 

年１回、冷房シーズンイン点検を実施する。なお、制御ユニット及び酸素警報器については下記の

とおり実施すること。 



制御ユニット 

・温度記録計校正（規定値内であるか確認） 

・調節計校正（規定値内であるか確認） 

・計装画面の劣化の確認 

・酸素警報器校正（規定値内であるか確認） 

酸素警報器 

・酸素警報器動作確認 

・必要に応じて付属消耗品の交換 

（酸素センサーOS-3S・シリカゲルフィルター・フィルターFE-1） 

(５)太陽熱温水関連設備 

年１回、下記について点検を実施する。 

①太陽熱集熱板 

・集熱板の汚れ、損傷及び変色の有無の点検 

・集熱板枠及び架台の変形、さび、損傷等の有無の点検 

・太陽熱集熱板を水洗いにて洗浄 

・配管の腐食、損傷、ボルト等の緩みの有無の点検 

②落水槽、蓄熱槽 

  ・共通仕様書（還水タンク・開放形膨張タンク）に基づき点検を行う。 

③集熱ポンプ、ソーラー放熱ポンプ 

  ・共通仕様書（ポンプ）に基づき点検を行う。 

(６)その他各対象機器の保守点検回数は、年１回とする。 

 

19 吸収冷温水機設備 定期点検 

点検における内容は、「別紙２吸収冷温水機設備点検表」を参考とする。 

（１）吸収冷温水機 ３台 

（２）上記の周辺機器安全装置の動作確認、運転状態の診断、測定 

（３）冷房シーズン開始時の点検   ３台 

（４）冷房シーズン運転時の点検  ３台 

（５）チューブブラシ洗浄（冷房シーズン終了時） ３台 

（６）暖房シーズン開始時の点検  ３台 

（７）暖房シーズン運転時の点検  ３台 

（８）各種点検は毎年以下のとおりに行うものとし、詳細な日程は監督員と協議するものとする。 

ア 冷房シーズン開始時点検  ５月 

イ 冷房シーズン運転時点検  ８月 

ウ チューブブラシ洗浄    ９月 

エ 暖房シーズン開始時点検 １１月 

オ 暖房シーズン運転時点検  １月 

 

20 自家用発電機設備 定期点検 

保守対象機器は「別紙３自家用発電機設備保守点検対象機器」のとおりとする。 

点検周期、保守点検内容は国土交通大臣官房官庁営繕部監修建築保全業務共通仕様書令和5年度版

に記載されている項目・周期で行うものとし、併せて消防法に基づく自家発電設備の点検を行う

ものとする。また、2025年度については半年以内に国土交通大臣官房官庁営繕部監修建築保全業



務共通仕様書令和5年度版に記載されている項目・周期（１年ごとに行う点検を含む）で行うもの

とする。 



別紙１　空気調和設備保守点検対象機器

棟名称 機器名称 台数 性能等 型番 設置場所 製造メーカー

名称 機器番号 機器仕様 相(φ)×電圧(V) 出力(kw)

南棟 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式 CH-1 2 冷凍能力160kw 3×200 49.8 UWRYP60G5C 屋外機置場 （株）ダイキン

熱回収形ｽｸﾘｭｰﾁﾘﾝｸﾞ 加熱能力180kw

ﾕﾆｯﾄ 冷水量459L/min(12→7℃)

温水量516L/min(45→50℃)

冷水ﾀﾝｸ TK-1 1 FRP製ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ（冷水仕様0℃） PSFB-6-15 　　　〃 積水ｱｸｱｼｽﾃﾑ㈱

1,500×2,000×2,000

温水ﾀﾝｸ TK-2 1 FRP製ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ（温水仕様50℃） HSFB-6-15 　　　〃 　　　〃

1,500×2,000×2,000

冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ（一次） PU-1 2 459L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 1.5 LP65B51.5-e 　　　〃 テラル（株）

冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ（二次） PU-2 2 459L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 1.5 LP65B51.5-e 　　　〃 　　　〃

温水ﾎﾟﾝﾌﾟ（一次） PU-3 2 516L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 1.5 LP65B51.5-e 　　　〃 　　　〃

温水ﾎﾟﾝﾌﾟ（二次） PU-4 2 516L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 1.5 LP65B51.5-e 　　　〃 　　　〃

本部棟 空冷ヒートポンプチラーユニット HP1 4 冷却能力 200kW 3×400 - UWXY200FBLYR 冷却塔置場 ダイキン工業㈱

HP2 加熱能力 178kW

HP3 冷水量 500L/min

HP4 温水量 500L/min

圧縮機(形式：全密閉スクロール式) - 14.46×8台

水側熱交換器(形式：ブレージングプレート式)

空気側熱交換器(形式：クロスフィンコイル式)

送風機(形式：プロペラファン) - 1.2×8台

冷媒(R32)

保護装置　一式

フィン保護網付

MC通信アダプタ 組込

モジュールコントローラA2 組込

防振架台付

蓄熱槽一次ポンプ(ﾁﾗｰ系統) PHP-1-1 2 2,000L/min×揚程28m　片吸込渦巻型 3×400 15 GDM1255M4ME15 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ㈱川本製作所

ｻｲｽﾞ（125φ×100φ） PHP-1-2

蓄熱槽一次ポンプ(蓄熱槽系統) PHP-2-1 3 1,340L/min×揚程25m　片吸込渦巻型 3×400 11 GDM1255M4ME11 　　　〃 　　　〃

ｻｲｽﾞ（125φ×100φ） PHP-2-2

PHP-2-3

蓄熱槽二次ポンプ PST-1 1 2900L/min×揚程25m　片吸込渦巻型 3×400 18.5 GDM1505M4ME18 　　　〃 　　　〃

ｻｲｽﾞ（150φ×125φ）

蓄熱槽二次ポンプ PST-2 1 360L/min×揚程25m　片吸込渦巻型 3×400 3.7 GEJ655M2ME3.7 　　　〃 　　　〃

ｻｲｽﾞ（65φ×50φ）

冷温水ﾎﾟﾝﾌﾟ PCH-1 4 4000L/min×揚程55m　片吸込渦巻型 3×400 75 GDO2005M4ME75 　　　〃 　　　〃

ｻｲｽﾞ（200φ×150φ） PCH-2

PCH-3

PCH-4

冷温水ﾎﾟﾝﾌﾟ PCH-5 1 500L/min×揚程35m　片吸込渦巻型 3×400 11 GEM805M5M4ME11 　　　〃 　　　〃

ｻｲｽﾞ（80φ×65φ）

本部棟 冷却塔 CT-1 3 冷却容量 2,648kW SKB-414GN 冷却塔置場 空研工業㈱

CT-2 冷却水量 6,900L/min (37.5→32℃)

CT-3 外気湿球温度 27.0℃

送風機(型式 KFB-1/φ1,800/3台) 3×200 3.7×3台

防振装置(コイルスプリング)

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ PCD-1 3 6900L/min×揚程20m　片吸込渦巻型 3×400 37 GDL2005M4ME37 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ㈱川本製作所

ｻｲｽﾞ（200φ×150φ） PCD-2

PCD-3

本部棟 太陽熱集熱板 SC-1 51 集熱板：ﾁｭｰﾌﾞｲﾝｼｰﾄ形 SC-V1020-3HO 冷却塔置場 矢崎総業㈱

SC-2 1 透過体種類：強化白板ｶﾞﾗｽ（3mm) SC-V1020-3HT

　　　　　　　　及びＶ溝透明断熱材

外形寸法：1,002×2,002×77

集熱面積：2.01m2（ｸﾞﾛｽ面積）

最高使用圧力：3.0kg/cm2

外装仕様：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

差温ｻｰﾓ：3degON,0.5degOFF

落水槽 ST-1 1 ｽﾃﾝﾚｽ製開放型ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 森松工業㈱

総容量：2トン（有効容量：1.6トン）

外形寸法:1,000×1,000×2,000

ｳﾚﾀﾝ保温(100mm)及びｱﾙﾐﾗｯｷﾝｸﾞ

蓄熱槽 ST-2 1 熱交換ｺｲﾙ組込密閉形貯湯槽 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 森松工業㈱

総容量：4トン

外形寸法：1,500φ×1,900Ｈ

ﾛｯｸｳｰﾙ保温(50mm)及びｱﾙﾐﾗｯｷﾝｸﾞ

ｺｲﾙ交換能力：96,000kcal/h

ｺｲﾙ伝熱面積:4m2

集熱ﾎﾟﾝﾌﾟ SP-1 1 ｽﾃﾝﾚｽ製渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 0.75 JDP 32×32A-50.75 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ㈱埼玉日立

32φ×70L/min×19mH

ｿｰﾗｰ放熱ﾎﾟﾝﾌﾟ PHW-4 1 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ 3×200 0.25 JLP40-50.4B 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 　　〃

40φ×170L/min×5mH

電動ﾎﾞｰﾙ弁 MV-1 1 32A電動ﾎﾞｰﾙ弁装置（集熱水回収用） 冷凍機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 山武ﾊﾈｳｴﾙ㈱

MV-2 1 25A電動ﾎﾞｰﾙ弁装置（蓄熱槽補給用）



台数 仕　　様 台数 仕　　様
　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　１００ｍｍ以上　　　　　 　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　１００ｍｍ以上　　

　内装材　：　ステンレス鋼板 　内装材　：　ステンレス鋼板

　外装材　：　カラー鋼板 　外装材　：　カラー鋼板

　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム　８７ｍｍ　　耐水合板　１２ｍｍ　 　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム　８７ｍｍ　　耐水合板　１２ｍｍ　

　片間扉　：　有効寸法　８５０×１８００ｍｍ 　片間扉　：　有効寸法　８５０×１８００ｍｍ

　　　　　　観測窓付　３００ｍｍ（ヒートライトガラス） 　　　　　　観測窓付　３００ｍｍ（ヒートライトガラス）

　内寸法　：　３２００×５７００×２５００ｍｍ 　内寸法　：　２８００×６７００×２５００ｍｍ

　本体架台　：　リップ溝形鋼　　７５×４５×１５×２．３ｍｍ 　本体架台　：　リップ溝形鋼　　７５×４５×１５×２．３ｍｍ

　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　６５ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　 　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　６５ｍｍ以上　　　　　　　　

　パネル材質 　パネル材質

　外装材　：　塩化ビニール鋼板　０．７ｍｍ 　外装材　：　塩化ビニール鋼板　０．７ｍｍ

　内装材　：　ステンレス鋼板(SUS304)　０．５mm 　内装材　：　ステンレス鋼板(SUS304)　０．５mm

　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム 　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム

　送風機　両吸込シロッコファン（SS41) 　送風機　両吸込シロッコファン（SS41)

　　　　　　＃１　１／２　　５５m^3／ｍｉｎ－５０ｍｍＡｑ　モーターAC200V
１.5kw

　　　　　　＃１　１／２　　５５m^3／ｍｉｎ－５０ｍｍＡｑ　モーターAC200V
１.5kw

1式 　加熱器　：　フィンヒーター(SUS304)　１８kW　　　　　　　　　　　　　　　　 1式 　加熱器　：　フィンヒーター(SUS304)　２１kW　　　　　　　　　　　　

1台 　加湿器　：　蒸気加湿器　１５kW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 1台 　加湿器　：　蒸気加湿器　１８kW　　　　　　　　　　　　　　　　　

1式 　蒸発器　：　多段プレートフィンクーラー　銅管　銅フィン　　　　　　　　　 　 1式 　蒸発器　：　多段プレートフィンクーラー　銅管　銅フィン　　　　　　

　ＡＣ２００Ｖ　３．７ｋＷ　Ｒ２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ＡＣ２００Ｖ　４．５ｋＷ　Ｒ２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　圧縮機　：　半密閉型単段圧縮機 　圧縮機　：　半密閉型単段圧縮機

　凝縮器　：　空冷式 　凝縮器　：　空冷式

　冷凍能力　：　８１００ｋｃａＬ／Ｈｒ（ＥＴ－５℃．ＡＴ＋３５℃　配管距離３０
ｍ）

　冷凍能力　：　１０２５０ｋｃａＬ／Ｈｒ（ＥＴ－５℃．ＡＴ＋３５℃　配管距離３０
ｍ）

　乾燥吸着式連続再生除湿機　８．４ｋＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　乾燥吸着式連続再生除湿機　８．４ｋＷ　　　　　　　　　　　　　　　

　処理風量　：　６００ｍ＾３／Ｈｒ 　処理風量　：　６００ｍ＾３／Ｈｒ

　再生風量　：　２００ｍ＾３／Ｈｒ 　再生風量　：　２００ｍ＾３／Ｈｒ

　材質　：　等辺山形鋼　５０×５０×６ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　材質　：　等辺山形鋼　５０×５０×６ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　

　搭載機器　：　凝縮ファンコントローラー、圧力計、電磁弁　圧力スイッ
チ、サービスバルブ、等

　搭載機器　：　凝縮ファンコントローラー、圧力計、電磁弁　圧力スイッ
チ、サービスバルブ、等

　　　　　　　　　カバー付き　塗装仕上げ 　　　　　　　　　カバー付き　塗装仕上げ

　換気扇　：　１５０ｍ＾３／Ｈｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　換気扇　：　１５０ｍ＾３／Ｈｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　その他　：　モーターダンパー、フィルター等 　その他　：　モーターダンパー、フィルター等

ＲＬＩ 室内灯 1式 　ＡＣ１００Ｖ　４０ｗ　１灯式　蛍光灯　（調光装置付き）　　　　　 1式 　ＡＣ１００Ｖ　４０ｗ　2灯式　蛍光灯　（調光装置付き）　　　　　　　　

ＦＣＤ 吹出ダクト 1式 　塗装仕上げ　天井全面吹出方式 1式 　塗装仕上げ　壁全面吹出方式

ＳＩＤ 吸込ダクト 1式 　塗装仕上げ　床全面吸込方式 1式 　塗装仕上げ　壁全面吸込方式

　静電容量式湿度センサー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　静電容量式湿度センサー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　測定範囲　：　０～＋１００℃／０～１００％Ｒ．Ｈ． 　測定範囲　：　０～＋１００℃／０～１００％Ｒ．Ｈ．

　信号出力　：　４－２０ｍＡ 　信号出力　：　４－２０ｍＡ

　精度　：　１．５％Ｒ．Ｈ．（ａｔ２５℃） 　精度　：　１．５％Ｒ．Ｈ．（ａｔ２５℃）

　ダクト取付型、格子状テフロンキャップ付き 　ダクト取付型、格子状テフロンキャップ付き

その他備品 　インターホン、非常照明、脱臭装置、酸素警報機 　インターホン、非常照明、酸素警報機

　材質　：　冷間圧延鋼板　２．３ｍｍ　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　材質　：　冷間圧延鋼板　２．３ｍｍ　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　

　搭載機器　：　温湿度調節器、温湿度記録計、マスターコントロールユ
ニット、等

　搭載機器　：　温湿度調節器、温湿度記録計、マスターコントロールユ
ニット、等

　材質　：　冷間圧延鋼板　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　材質　：　冷間圧延鋼板　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　搭載機器　：　漏電遮断器、配線用遮断器、コントロールシステムユニッ
ト、等

　搭載機器　：　漏電遮断器、配線用遮断器、コントロールシステムユニッ
ト、等

特記事項

環境実験室

1式

1式

1式

装
 

備
 

品

1式

1式

1式

1台

1式

2台

恒温恒湿室
機器番号

（１）構成機器で、試験室・空気調和機・除湿機・動力盤・室外機ユニット・調光装置・冷凍回路部品架台は、製造者基準

1面

1面

ＤＨＵ

室外機ユニット

（２）構成機器は、タバイエスペック㈱

1面

1面

名称

冷媒配管架台ＲＣＵ

1台

1式

2台

1台

教育研修センター棟

ＡＣＵ

湿度センサーＨＥ

換気装置ＶＥ

1台

機
　
器
　
構
　
成

試験室ＴＭ

除湿機

盤

ＲＥＦ
－１，
２

空調機

ＣＰ 操作盤

動力盤Ｐ



温湿度調整幅

許容負荷

ＲＬＩ 室内灯

ＦＣＤ 吹出ダクト

ＳＩＤ 吸込ダクト

ＲＳ コンセント

Ｐ ケーブル孔

Ｐ 　　〃

ＳＳ 室内保安スイッチ

その他備品

特記事項

換気 　ＯＡ　ＭＡＸ１２００ｍ＾３／Ｈｒ（機械室） 　ＯＡ　ＭＡＸ１３００ｍ＾３／Ｈｒ（機械室）

　
（別

紙
２

）

（１）構成機器で、試験室・空気調和機・除湿機・動力盤・室外機ユニット・調光装置・冷凍回路部品架台は、製造者基準

（２）構成機器は、タバイエスペック㈱

　特別三種アース

給水 　２５ﾘｯﾄﾙ／Ｈｒ（市水）　１～４ｋｇ／㎠　以内 　２５ﾘｯﾄﾙ／Ｈｒ（市水）　１～４ｋｇ／㎠　以内

排水 　φ１００－５０Ａ　ホッパー付き　ＦＬ±０ 　φ１００－５０Ａ　ホッパー付き　ＦＬ±０

　材質　：　冷間圧延鋼板　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１面

　搭載機器　：　漏電遮断器、配線用遮断器、コントロールシステムユニット、等 　搭載機器　：　漏電遮断器、配線用遮断器、コントロールシステムユニット、等

そ

の

他

電源

　ＡＣ２００Ｖ　３φ　３Ｗ　５０Ｈｚ　５８ｋＶＡ　１７３Ａ 　ＡＣ２００Ｖ　３φ　３Ｗ　５０Ｈｚ　６６ｋＶＡ　１９６Ａ

　ＡＣ１００Ｖ　１φ　２Ｗ　５０Ｈｚ　４ｋＶＡ　４０Ａ 　ＡＣ１００Ｖ　１φ　２Ｗ　５０Ｈｚ　７．５ｋＶＡ　７５Ａ

　特別三種アース

　インターホン、非常照明、脱臭装置、酸素警報機 　インターホン、非常照明、酸素警報機

盤

ＣＰ 操作盤（２室共用）
　材質　：　冷間圧延鋼板　２．３ｍｍ　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　１面

　搭載機器　：　温湿度調節器、温湿度記録計、マスターコントロールユニット、等

Ｐ 動力盤
　材質　：　冷間圧延鋼板　塗装仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１面

　内径φ　５０ｍｍ　キャップ付き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２個 　内径φ　５０ｍｍ　キャップ付き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　２個

　内径φ１００ｍｍ　キャップ付き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１個 　内径φ１００ｍｍ　キャップ付き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１個

　ブザー付き

　信号出力　：　４－２０ｍＡ

　精度　：　１．５％Ｒ．Ｈ．（ａｔ２５℃） 　精度　：　１．５％Ｒ．Ｈ．（ａｔ２５℃）

　ダクト取付型、格子状テフロンキャップ付き 　ダクト取付型、格子状テフロンキャップ付き

　ＡＣ１００Ｖ　１５Ａ　２Ｐ（アース付き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８ヶ所 　ＡＣ１００Ｖ　１５Ａ　２Ｐ（アース付き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８ヶ所

　塗装仕上げ　壁全面吹出方式

　塗装仕上げ　床全面吸込方式 　塗装仕上げ　壁全面吸込方式

ＨＥ 湿度センサー

　静電容量式湿度センサー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台 　静電容量式湿度センサー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

　測定範囲　：　０～＋１００℃／０～１００％Ｒ．Ｈ． 　測定範囲　：　０～＋１００℃／０～１００％Ｒ．Ｈ．

　信号出力　：　４－２０ｍＡ

装

 

備

 

品

ＶＥ 換気装置
　換気扇　：　１５０ｍ＾３／Ｈｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２台 　換気扇　：　１５０ｍ＾３／Ｈｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２台

　その他　：　モーターダンパー、フィルター等 　その他　：　モーターダンパー、フィルター等

　ＡＣ１００Ｖ　４０ｗ　１灯式　蛍光灯　（調光装置付き）　　　　　　　　　　　　　　　１式 　ＡＣ１００Ｖ　４０ｗ　2灯式　蛍光灯　（調光装置付き）　　　　　　　　　　　　　 　　１式

　塗装仕上げ　天井全面吹出方式

ＲＣＵ 冷媒配管架台

　材質　：　等辺山形鋼　５０×５０×６ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式 　材質　：　等辺山形鋼　５０×５０×６ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　１式

　搭載機器　：　凝縮ファンコントローラー、圧力計、電磁弁　圧力スイッチ、サービスバルブ、等 　搭載機器　：　凝縮ファンコントローラー、圧力計、電磁弁　圧力スイッチ、サービスバルブ、等

　　　　　　　　　カバー付き　塗装仕上げ 　　　　　　　　　カバー付き　塗装仕上げ

　冷凍能力　：　８１００ｋｃａＬ／Ｈｒ（ＥＴ－５℃．ＡＴ＋３５℃　配管距離３０ｍ） 　冷凍能力　：　１０２５０ｋｃａＬ／Ｈｒ（ＥＴ－５℃．ＡＴ＋３５℃　配管距離３０ｍ）

ＤＨＵ 除湿機

　乾燥吸着式連続再生除湿機　８．４ｋＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台 　乾燥吸着式連続再生除湿機　８．４ｋＷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

　処理風量　：　６００ｍ＾３／Ｈｒ 　処理風量　：　６００ｍ＾３／Ｈｒ

　再生風量　：　２００ｍ＾３／Ｈｒ 　再生風量　：　２００ｍ＾３／Ｈｒ

　蒸発器　：　多段プレートフィンクーラー　銅管　銅フィン　　　　　　　　　 　 　　　１式 　蒸発器　：　多段プレートフィンクーラー　銅管　銅フィン　　　　　　　　　　　　　　１式

ＲＥＦ－１，２室外機ユニット

　ＡＣ２００Ｖ　３．７ｋＷ　Ｒ２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　２台 　ＡＣ２００Ｖ　４．５ｋＷ　Ｒ２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　２台

　圧縮機　：　半密閉型単段圧縮機 　圧縮機　：　半密閉型単段圧縮機

　凝縮器　：　空冷式 　凝縮器　：　空冷式

　　　　　　＃１　１／２　　５５m^3／ｍｉｎ－５０ｍｍＡｑ　モーターAC200V　１.5kw 　　　　　　＃１　１／２　　５５m^3／ｍｉｎ－５０ｍｍＡｑ　モーターAC200V　１.5kw

　加熱器　：　フィンヒーター(SUS304)　１８kW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式 　加熱器　：　フィンヒーター(SUS304)　２１kW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式

　加湿器　：　蒸気加湿器　１５kW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　１台 　加湿器　：　蒸気加湿器　１８kW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台

　内装材　：　ステンレス鋼板(SUS304)　０．５mm 　内装材　：　ステンレス鋼板(SUS304)　０．５mm

　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム 　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム

　送風機　両吸込シロッコファン（SS41) 　送風機　両吸込シロッコファン（SS41)

　本体架台　：　リップ溝形鋼　　７５×４５×１５×２．３ｍｍ 　本体架台　：　リップ溝形鋼　　７５×４５×１５×２．３ｍｍ

ＡＣＵ 空調器

　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　６５ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　　　　１式 　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　６５ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　　　　１式

　パネル材質 　パネル材質

　外装材　：　塩化ビニール鋼板　０．７ｍｍ 　外装材　：　塩化ビニール鋼板　０．７ｍｍ

　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム　８７ｍｍ　　耐水合板　１２ｍｍ　

　片間扉　：　有効寸法　８５０×１８００ｍｍ 　片間扉　：　有効寸法　８５０×１８００ｍｍ

　　　　　　観測窓付　３００ｍｍ（ヒートライトガラス） 　　　　　　観測窓付　３００ｍｍ（ヒートライトガラス）

　内寸法　：　３２００×５７００×２５００ｍｍ 　内寸法　：　２８００×６７００×２５００ｍｍ

構

 

 

成

ＴＭ 試験室

　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　１００ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　　　１式 　断熱パネル組み立て方式　　パネル厚　１００ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　　　１式

　内装材　：　ステンレス鋼板 　内装材　：　ステンレス鋼板

　外装材　：　カラー鋼板 　外装材　：　カラー鋼板

　断熱材　：　硬質ウレタンフォーム　８７ｍｍ　　耐水合板　１２ｍｍ　

室内気流
　０．２Ｍ／ｓ以下　（室中心にて） 　０．２Ｍ／ｓ以下　（室中心にて）

　気流方式　：　ダウンフロー 　気流方式　：　サイドフロー

　換気１５０ｍ＾３／Ｈｒ　人員５名　発熱１kＷ 　換気１５０ｍ＾３／Ｈｒ　人員５名　発熱１kＷ

照度
　Max１０００Ｌux（閉鎖空間内中央　ＦＬ１０００mm及び＋２０℃において） 　Max７０００Ｌux（閉鎖空間内中央　ＦＬ１０００mm及び＋２０℃において）

　０～１００％調光　（スモーク板装備） 　０～１００％調光　（スモーク板装備）

騒音 　目標値　４０dB以下（Ａ）　（閉鎖空間中央、Ａ特性、　暗騒音３５ｄＢ以下において） 　目標値　４０dB以下（Ａ）　（閉鎖空間中央、Ａ特性、　暗騒音３５ｄＢ以下において）

　　　　　＋２０　　　　　　　＋３０　＋３５　＋４０　　　℃ 　　　    　　＋２０　　　       ＋３０　  　  　　＋４０　　  　　　℃

　±０．５℃／３．０％Ｒ．Ｈ．　（無試料・無負荷時のみ） 　±０．５℃／３．０％Ｒ．Ｈ．　（無試料・無負荷時のみ）

温湿度分布

　±１℃／５％Ｒ．Ｈ．　（無試料・無負荷時のみ） 　±１℃／５％Ｒ．Ｈ．　（無試料・無負荷時のみ）

　同一時刻における試験室内中心温湿度と、室内有効寸法の１／６を除いた、他の任意の場所で
の温湿度の差とする（ＪＴＭ方式に基づく）

　同一時刻における試験室内中心温湿度と、室内有効寸法の１／６を除いた、他の任意の場所で
の温湿度の差とする（ＪＴＭ方式に基づく）
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教育研修センター棟 恒温恒湿室 環境実験室
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温度制御範囲 　＋１０℃　～　＋３５℃ 　＋１０℃　～　＋３０℃

温湿度制御範囲

　３０　～　８０％　Ｒ．Ｈ．　　注）＋１０～＋２０℃の湿度制御は成り行きとする 　４０　～　７０％　Ｒ．Ｈ．　　注）＋１０～＋２０℃の湿度制御は成り行きとする





































別紙３ 自家用発電機設備保守点検対象機器 

 

１．発電機 

  形  名：三相交流同期発電機 

  形  式：開放保護形自己空冷式 

    定格容量：１０００ｋＶＡ 

２．ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ機関 

  形  式：単純開放サイクル一軸形 

  タービン：３段軸流式 

  圧 縮 機：２段遠心式 

  燃 焼 器：単筒缶形 

  定格出力：８００ｋＷ｛１５２０ＰＳ｝（４０度） 

３．発電機盤 

  形  式：鋼板製屋内閉鎖垂直自立形 

  数  量：１面 

  収容機器：ア．高圧真空遮断器    １台 

       イ．計器用変圧器     １式 

       ウ．変流器        １式 

       エ．自動電圧調整装置     １式 

       オ．保護継電器      １式 

       カ．電力量計       １式 

       キ．避雷器        １式 

       ク．その他指示計器類   １式 

４．自動始動盤 

  形  式：鋼板製屋内閉鎖型垂直自立形 

  数  量：１面 

  収容機器：ア．指示計器類          １式 

       イ．配線用遮断器         １式 

       ウ．自動始動継電器類       １式 

       エ．操作スイッチ           １式 

       オ．表示器類           １式 

       カ．地下燃料タンク液面計     １式 

       キ．エンジンコントロールボックス １式 

  



５．始動用直流電源盤 

  形  式：垂直自立形 

  数  量：１面 

  整流方式：三相全波 

  充電方式：全自動充電式 

  蓄 電 池：ＭＳＪ型 ５００ＡＨ－３０セル 

  充 電 器：トランジスタ制御 

６．燃料小出槽 

  形  式：鋼板製溶接構造 

  数  量：１基 

  容  量：１９５０ℓ 

  付 属 品：ア．フロートスイッチ（ポンプ運転用・警報用） 

       イ．ウイングポンプ 

       ウ．油面計 

       エ．小出槽架台 

７．主燃料槽 

  形  式：地下埋設型 

  数  量：３基 

  容  量：１２０００ℓ／基 

  付 属 品：レベル計付液面発信器 

  その他：「消防法」「危険物の規制に関する政令」「危険物の規制に関する規則」「各

地方条例」の定めにより、年１回点検を行うこと。 

８．燃料移送ポンプ 

  形  式：電動歯車式 

  数  量：３基 

  容  量：０．４ｋＷ 

  付 属 品：電磁弁（３個） 

９．給気設備 

  形  式：屋内鋼板製 給気ファン付属 

  数  量：２台 

  容  量：５．５ｋＷ／台 

10．換気設備 

  形  式：屋内鋼板製 換気ファン付属 

  数  量：１台 

  容  量：３．７ｋＷ×１ 

 

 

  



11．交流無停電電源装置 

（本部棟防災センター） 

   形   式：ＹＵＭＩＣ－ＭＢ１５０ 

   定   格：連  続 

  ＣＶＣＦ盤： 

   （交流出力） 

    定格電圧 ：１００Ｖ 

    定格電流 ：１５０Ａ 

    定電圧精度：±１．５％以内 

    波形歪率 ：４％以下（線形負荷１００％時） 

          ８％以下（整流器負荷１００％時） 

   （バイパス入力） 

    定格電圧 ：１００Ｖ 

    変動範囲 ：定格±１０％（電圧） 

  入出力盤 ：マニュアルバイパス 

  蓄電池  ：陰極吸収式シール形据置鉛蓄電池 

   形   式 ：ＭＳＥ－１００－６形 ４０個 １組（１２０セル） 

   公称電圧  ：２４０Ｖ 

   公称容量  ：１００Ａｈ 

 



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

電気設備等 電灯・動力設備 照明器具、配線器具等の巡視

電灯分電盤 100

動力制御盤 75

受変電設備 高圧配電盤 50

低圧配電盤 44

自家発電設備 自家発電装置 1

直流電源装置 1

蓄電池設備 直流電源装置 5

無停電電源装置 CVCF 1

実験ｺﾝｾﾝﾄ盤 82

開閉器盤 52

構内高圧配電線路 8

電気時計設備 親時計 2

子時計 212

外灯設備 1基1灯 210

避雷設備 突針 7

棟上げ導体 3

接地極 65

ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備 親機・子機 18

ﾃﾚﾋﾞ・共用受信設備 ｱﾝﾃﾅ 4

ﾍｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ 2

監視制御設備 中央監視制御設備 21

ITV設備 固定式ｶﾒﾗ 78

電動式ｶﾒﾗ 14

ﾓﾆﾀｰ 7

操作器 2

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明設備 基数 10

灯数 104

消防用設備等 自動火災報知設備 受信機Ｒ型 1

Ｒ型副受信機 4

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 952

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 531

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 10

光電式煙感知器 393

Ｒ型発信機 127

消火栓起動装置 2

ｶﾞｽ漏れ火災報知装置 検知器 79

非常放送設備 増幅器操作部 4

ｽﾋﾟｰｶｰ回線 132

排煙設備 ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 17

防火戸ﾄﾞｱ式 13

防火戸ｼｬｯﾀｰ式 7

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 128

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 38

昇降機 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 積載荷重　　速度

　　900kg　　45～60m/min 6

1,450㎏　　  45m/min 2

その他 電話交換設備 1

入退室監視設備 1

AV設備 33

難聴者設備 2

身障者呼出装置 親機、子機 32

ﾅｰｽｺｰﾙ設備 3

太陽光発電設備 太陽光パネル 256

パワーコンディショナ 4



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

機械設備等 上水受水槽 鋼板製一体型　25m3（有効） 2

中水槽 90m3 1

消火用補給水槽 SUS製　0.8m3（有効） 2

膨張ﾀﾝｸ 密閉式　120㍑ 5

密閉式　80㍑ 3

密閉式　60㍑ 2

貯湯槽 SUS製　2,000㍑ 1

SUS製　600㍑ 1

蒸気式給湯機 貯湯式　1,500㍑　120,000kcal/h 5

貯湯式　1,000㍑　 90,000kcal/h 3

瞬間式　3,100㍑　109,000kcal/h 1

電気温水器 貯湯式　壁掛　40㍑ 1

貯湯式　台下設置　25㍑ 1

貯湯式　台下設置　⑫㍑ 1

固体蓄熱式 1

ｶﾞｽ湯沸器 屋外設置　32号 1

屋外設置　20号 1

壁掛　20号 1

壁掛　20号FF式 3

屋外壁掛　16号 2

飲料水滅菌装置 薬液槽　100㍑　薬液ﾎﾟﾝﾌﾟ　28cc/min×10kg/cm3 1

熱交換器 蒸気－水熱交　84,000kcal/h 1

ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ 281.2㍑/min 2

排水ポンプ槽 2,500φ　FRP製　排水ﾎﾟﾝﾌﾟ　750㍑/min×7m×3.7kw×3台 1

雨水調整桝 SUS製　排水ﾎﾟﾝﾌﾟ　40φ×100㍑/min×5m×0.25kw 14

上水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 80φ×800㍑/min×53m×7.5kw×3台 1

冷却塔補給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 65φ×500㍑/min×20m×2.2kw×3台 1

中水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 50φ×600㍑/min×42m×5.5kw×3台 1

潅水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 水中32φ×125㍑/min×42m×2.2kw×2台 1

屋内消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 50φ×300㍑/min×73m×7.5kw 1

屋外消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 100φ×800㍑/min×64m×18.5kw 1

給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟ（ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ） 25φ×20㍑/min×5m×0.15kw 3

25φ×15㍑/min×4m×0.15kw 2

25φ×15㍑/min×6m×0.25kw 1

32φ×20㍑/min×5m×0.4kw 3

湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ 50φ×100㍑/min×5m×0.4kw×2台 34

50φ×100㍑/min×5m×0.75kw×2台 13

50φ×100㍑/min×5m×0.25kw 4

散水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中65φ×417㍑/min×65m×7.5kw×2台 2

雨水貯留槽（排水ﾎﾟﾝﾌﾟ） 水中50φ×200㍑/min×8m×0.75kw 1

　　　〃　　　（循環ﾎﾟﾝﾌﾟ）水中80φ×730㍑/min×6m×3.7kw×2台 1

　　　〃　　　（濾過ﾎﾟﾝﾌﾟ）水中80φ×200㍑/min×18m×2.2kw×2台 1

　　　〃　　　（逆洗ﾎﾟﾝﾌﾟ）水中80φ×970㍑/min×17m×5.5kw 1

池（滝ﾎﾟﾝﾌﾟ） 水中100φ×1500㍑/min×7m×5.5kw×2台 1

〃（濾過ﾎﾟﾝﾌﾟ） 水中50φ×150㍑/min×18m×1.5kw 1

〃（薬注ﾎﾟﾝﾌﾟ） 8～45㏄/min 1

〃（濾過装置） 1,500φ　10m3/h 1

医療用（吸引ﾎﾟﾝﾌﾟ） 1.5kw 1

　〃　　（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ） 1.5kw 1

貯湯槽加温ﾎﾟﾝﾌﾟ（ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ）32φ×70㍑/min×6m×0.25kw 1

ｿｰﾗｰ放熱ﾎﾟﾝﾌﾟ（ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ） 40φ×140㍑/min×6m×0.4kw 1



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

機械設備等 屋内消火栓箱 埋込型 37

露出型 26

露出型　消火器併用 38

屋外消火栓箱 露出型 8

露出自立型 6

埋込型　900×1400×250 11

耐震受水槽 SUS製　100m3 1

防災井戸 50φ×200㍑/min×60m×3.7kw 1

ｿｰﾗｰ 平板型集熱器 52

落水槽 SUS444　2m3  1000×1000×2000　有効 1.6ｍ3 1

蓄熱槽 SUS444　4m3  1500φ×1900　交換能力 96,000kcal/h 1

冷温水発生機 吸収冷温水機 冷房：1,407kW 暖房：1,276kW 3

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰ 冷房：200kW 暖房：178kW　3φ-400V 4

冷却塔 開放式角型クロスフロー　省エネ超低騒音形　2,648kW　冷却水量　6,900L/min 3

蒸気ﾎﾞｲﾗｰ 小型貫流式　313×3×2ｋＷ　11,000ｋcal/Ｎ㎥ 2

熱交換器 ガスケットプレート式　1,400kW 2

ガスケットプレート式　  180kW 1

ﾎｯﾄｳｴﾙﾀﾝｸ 開放角型　1000×2000×1000 2

膨張ﾀﾝｸ 開放角型　1500×1500×1500 1

密閉型　内容積215L　最大使用受水量109L 1

薬液注入装置 30㏄/min 3

冷温水ﾎﾟﾝﾌﾟ 4000㍑/min×55ｍ×75kw 4

500㍑/min×35ｍ×11kw 1

蓄熱槽（一次ﾎﾟﾝﾌﾟチラー系統） 2,000㍑/min×28ｍ×15kw 2

　〃　（一次ﾎﾟﾝﾌﾟ蓄熱槽系統） 1,340㍑/min×25ｍ×11kw 3

　〃　（二次ﾎﾟﾝﾌﾟ） 2,900㍑/min×25ｍ×18.5kw 1

　〃　（二次ﾎﾟﾝﾌﾟ） 360㍑/min×25ｍ×3.7kw 1

真空ﾎﾟﾝﾌﾟ（真空） 0.75kw×2台 1

　　〃 　（給水） 0.75kw×2台 1

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 6,900㍑/min×20m×37kw 3

全熱交換器 500m3/h×20mmAg 2

500m3/h×10mmAg 2

400m3/h×7mmAg 2

400m3/h×5mmAg 4

300m3/h×20mmAg 1

300m3/h×10mmAg 5

300m3/h×5mmAg 9

200m3/h×10mmAg 15

100m3/h×10mmAg 10

ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ（冷温水） 2000㍑×2 46

　〃　 （温水） 1,500㍑ 173

　〃 　（温水） 1,500㍑×2 8

　〃 　（温水） 1,500㍑×3 3

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1300m3/h 5

900m3/h 7

650m3/h 1

ｽｸﾗﾊﾞｰ 1300m3/h×80mm 3

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ（FCU－1） ｶｾｯﾄ型　冷　670kcal/h 1

　 〃　 　（FCU－2） ｶｾｯﾄ型　冷　1,310kcal/h 81

　 〃　 　（FCU－3） ｶｾｯﾄ型　冷　1,840kcal/h 308

　 〃　 　（FCU－4） ｶｾｯﾄ型　冷　2,520kcal/h 348

　 〃　 　（FCU－6） ｶｾｯﾄ型　冷　3,750kcal/h 300

　 〃　 　（FCU－8） ｶｾｯﾄ型　冷　5,150kcal/h 98

　 〃　 　（FCU－12） ｶｾｯﾄ型　冷　6,960kcal/h 8

　 〃　 　（FCU－2） 天井隠蔽型　冷　1,310kcal/h 10

　 〃　 　（FCU－4） 天井隠蔽型　冷　2,520kcal/h 40

　 〃　 　（FCU－6） 2

　 〃　 　（FCU－8） 14



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

機械設備等 AHU(空調機） 46000m3/h×70mmAg×22kw 1

30000m3/h×40mmAg×15kw 1

24000m3/h×10mmAg×15kw 1

21000m3/h×60mmAg×11kw 1

18250m3/h×40mmAg×11kw 1

15000m3/h×80mmAg×11kw 1

14000m3/h×30mmAg×11kw 1

13800m3/h×40mmAg×11kw 1

10500m3/h×30mmAg×5.5kw 3

10500m3/h×25mmAg×3.7kw 2

9400m3/h×20mmAg×3.7kw 1

9000m3/h×40mmAg×5.5kw 1

8000m3/h×25mmAg×3.7kw 2

8000m3/h×5mmAg×5.5kw 2

7700m3/h×20mmAg×3.7kw 1

7000m3/h×30mmAg×3.7kw 1

6000m3/h×20mmAg×3.7kw 1

5200m3/h×5mmAg×2.2kw 11

5000m3/h×20mmAg×2.2kw 1

4800m3/h×25mmAg×2.2kw 1

4000m3/h×20mmAg×2.2kw 2

AHU(外調機） 13600m3/h×45mmAg×7.5kw 1

11872m3/h×45mmAg×5.5kw 1

10600m3/h×40mmAg×5.5kw 1

10500m3/h×40mmAg×5.5kw 1

9300m3/h×45mmAg×5.5kw 1

8900m3/h×45mmAg×5.5kw 1

8300m3/h×50mmAg×5.5kw 1

7700m3/h×30mmAg×5.5kw 1

7200m3/h×45mmAg×3.7kw 1

7200m3/h×30mmAg×3.7kw 1

7100m3/h×35mmAg×3.7kw 1

6600m3/h×30mmAg×3.7kw 1

6400m3/h×25mmAg×3.7kw 1

6300m3/h×45mmAg×3.7kw 1

5800m3/h×30mmAg×3.7kw 1

5800m3/h×25mmAg×3.7kw 1

5600m3/h×25mmAg×3.7kw 1

5000m3/h×30mmAg×3.7kw 1

5000m3/h×25mmAg×2.2kw 1

4800m3/h×25mmAg×2.2kw 1

4200m3/h×25mmAg×2.2kw 1

4050m3/h×25mmAg×2.2kw 2

3900m3/h×25mmAg×2.2kw 1

3800m3/h×25mmAg×2.2kw 1

3750m3/h×25mmAg×2.2kw 1

3750m3/h×25mmAg×1.5kw 1

3520m3/h×45mmAg×2.2kw 1

2700m3/h×20mmAg×1.5kw 1

2000m3/h×30mmAg×0.75kw 1

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H1 1 PUHY-RP224DMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H1-1 2 PLFY-P71EMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H1-2 1 PEFY-P80MG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H2 1 PUZ-ERMP63KP11

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H2-1 1 PL-ERP63EA9

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H3 1 PURY-RP280CMG4-BS

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H3-1 1 PLFY-P45GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H3-2 2 PLFY-P90EMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H3-3 1 PLFY-P45GMG7



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

機械設備等 ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H4 1 PURY-RP280DMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H4-1 1 PLFY-P36GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H4-2 1 PLFY-P36GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H4-3 1 PLFY-P56GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H4-4 1 PLFY-P36GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H4-5 2 PLFY-J56JM-A

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H0-1 1 RAC-AJ25L

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H0-1-1 1 RAS-AJ25L

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-H5 1 FDCVP2244H

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-H5-1 1 -

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-I1 1 PUSY-FP160MN

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-I1-1 1 PCFY-P56KMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-I1-2 1 PLFY-P56GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-I2 1 PUSY-FP280MH

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-I2-1 2 PCFY-P71KMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-I2-2 1 PKFY-P28LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-I2-3 2 PLFY-P45GMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J1 2 PUSY-FP280MH

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J1-1 4 PCFY-P140HMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J2 1 PUHY-RP280DMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J2-1 4 PEFY-P112MG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J3 1 PUSY-FP112MH

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J3-1 2 PLFY-P56LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J4 1 PUH-J80GA

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J4-1 2 PLH-J40PA8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J5 2 RCR-AP140KVG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J5-1 2 RP-AP140KVGP

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J6 1 PUSY-FP280MH

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J6-1 2 PEFY-P140MG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-J7 1 PUSY-FP224MH

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J7-1 2 PCFY-P45KMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-J7-2 1 PCFY-P140KMG8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-A1-1,2 2 RZCP224K

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-A1-1-1,1-2-1 2 FVYCP224MAR

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-A2 1 RXYP560FA

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-A2-1 2 -

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-A2-2 2 -

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-C1 1 PURY-EP400DMG6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C1-1 1 PLFY-P90LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C1-2 1 PLFY-P80LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C1-3 2 PLFY-P90LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-C2 1 PUZ-ZRMP140KA11

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C2-1 2 PL-RP71LA17

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-C3 1 PUFY-RP224DMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C3-1 1 PLFY-P56LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C3-2 1 PMFY-P36FMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C3-3 1 PLFY-P45LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C3-4 1 PMFY-P36FMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-C4 1 PUFY-RP224DMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-C4-1 4 PLFY-P56LMG7

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-D1 1 PUSY-J112M-A3

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-D1-1 1 PFFY-P224DMG9

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-D2 1 PUHV-P224DMJ1

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-D2-1 1 PFAV-P224DMJ1

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-D4 1 PUSY-FP160MH2

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-D4-1 2 PLFY-P56LMG9

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-E1 1 PUSY-J112M-A3

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-E1-1 2 PLFY-J-LM(D)-B

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-E3 1 PLFY-ERP140KA4

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-E3-1 1 PL-ERP140BA6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-E4 1 PUZ-ERP140KA4

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-E4-1 1 PL-ERP140BA6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-G1 1 RCR-AP140KVG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-G1-1 1 RP-AP140KVGP

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-G2 1 RCR-AP140KVG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-G2-1 1 RP-AP140KVGP

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B1 1 PUG-P8MKA

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B1-1 1 PCX-J224GAF

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B2 1 PUZ-ERMP80HA6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B2-1 1 PUHX-J80PA8G

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B3 1 PUHY-P224DMG5

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B3-1 4 PUFY-J88LMD

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B4 1 PUHY-EP280DMG6



付則１ 保全対象設備表

区　　分 機　器　区　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　目 数量 備　　　　考

機械設備等 ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B4-1 2 PUFY-J140LMD-B

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B5 1 PUZ-ZRMP140KA8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B5-1 1 PUHX-J140PAG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B6 1 PUZ-ZRMP140KA8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B6-1 1 PUHX-J140PAG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B7 1 PUZ-ZRMP140KA8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B7-1 1 PUHX-J140PAG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B8 1 PUHY-EP140BMG6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B8-1 2 PEFY-J71M-B

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B9 1 PUZ-ZRMP140KA8

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B9-1 1 PAT-J335G-F

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B10 1 PUHV-P280DM-E

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B10-1 1 PAT-J335G-F

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B11 1 PUHV-P280DM-E

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B11-1 1 PAT-J335G-F

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B12 1 PUHY-EP400DMG6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B12-1 2 PEFY-J160MG6

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B13 1 PUTV-P224DM-E

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B13-1 1 PTF-P224DM-E

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B14 1 PUTV-P224DM-E

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B14-1 1 PA-J200PG

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B15 1 RXYP500CA

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B15-1 3 FXYFP14OMD

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B15-2 1 FXYFP80MD

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B16 1 RXYP500CA

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B16-1 3 FXYFP140MD

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B16-2 1 FXYFP80MD

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B17 1 R363AES

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B17-1 1 F363ATES-W

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室外機 PAC-B18 1 RZRP160BC

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ室内機 PAC-B18-1 2 -

給気ﾌｧﾝ 27

排気ﾌｧﾝ 484

全熱交換器 150φ　200m3/h×10mmAg 4

　　 　300m3/h×5mmAg 9

 　　　400m3/h×5mmAg 4

 　　　500m3/h×20mmAg 2

 　　　300m3/h×20mmAg 1

 　　　200m3/h×10mmAg 11

 　　　400m3/h×7mmAg 2

 　　　300m3/h×10mmAg 5

 　　　100m3/h×10mmAg 10

 　　　500m3/h×10mmAg 2

動物舎関連 熱回収式ﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ CH-1　冷凍能力160kw　加熱能力180kw 2 UWRYP60G5C

冷水ﾀﾝｸ TK-1 FRP製ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ（冷水仕様0℃） 1,500×2,000×2,000 1

温水ﾀﾝｸ TK-2 FRP製ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ（温水仕様50℃） 1,500×2,000×2,000 1

冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ（一次） PU-1　459L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2

冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ（二次） PU-2　459L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2

温水ﾎﾟﾝﾌﾟ（一次） PU-3　516L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2

温水ﾎﾟﾝﾌﾟ（二次） PU-4  516L/min×10mH　ﾗｲﾝ型渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 2

空調機 AHU-1 5030m3/h×80mmAg×3.7kw 1 AJ100-MX-BD

AHU-2 1960m3/h×30mmAg×0.75kw 1 CH-40-A

AHU-3 1200m3/h×30mmAg×0.75kw 1 CH-30-A

水処理型全熱交換器 EXH-1 5150m3/h×0.43kw　付属給水ユニット 1 RAA-3,RBC-10

静止型全熱交換器 EXH-2 1960m3/h×0.76kw 1 VAM2000H

EXH-3  560m3/h×0.34kw 1 VAM650H

給気ﾌｧﾝ FS-1   960m3/h×0.18kw 1

FS-2　 450m3/h×0.08kw 1

FS-3　 600m3/h×0.07kw 2

排気ﾌｧﾝ FE-1　 450m3/h×0.2kw 1

FE-2　 950m3/h×0.4kw 1

FE-3　 700m3/h×0.4kw 1

FE-4　5150m3/h×1.5kw 1

FE-5　 400m3/h×0.2kw 1

FE-6　 600m3/h×0.07kw 1

角型滅菌器 高圧蒸気滅菌装置（第一種圧力容器）　 1 VSSRZ-009

貫流式簡易ﾎﾞｲﾗｰ 1 EB-120S



付則２ 
電気設備関係点検項目・周期表 

 
 区 分  機 器 区 分  点  検  内  容  点検周期 

  受変電設備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  負荷設備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  避雷針設備 
 
  弱電設備・ 
   通信設備 

 断路器 
 真空遮断器 
 母線 
 変圧器 
 計器用変成器 
 受変電盤、配電盤 
 
 
 
 
 
 電力用ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ 
 
 電灯、動力盤、制御盤 
 
 
 
 
 
 配電線 
 照明設備 
 外灯設備 
 
 
 
 
 
 
 電気時計設備 
 
 
 
 拡声設備 
 
 
 
 ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備 
 
 ﾃﾚﾋﾞ共聴設備 

 異常音、異臭の有無の点検 
 異常音、異臭、振動の有無の点検 
 接触不良による異常音、変色、異臭の目視点検 
 異常音、異臭、振動の有無の点検 
 異常音、異臭、振動の有無の点検 
 信号灯、表示灯の点灯状態の点検 
 外箱、扉等の構造部の汚損、損傷の点検 
 扉の開閉、施錠状態の点検 
 各計器の指示の点検 
 電圧、電流切替ｽｲｯﾁ等の点検 
 異常音、異臭、振動の有無の点検 
 異常音、異臭の有無の点検 
 
 異常音、異臭、過熱による変色、汚損の点検 
 各計器の指示の良否の点検 
 表示灯の点検状態の良否の点検 
 扉開閉状態の点検 
 ｹｰﾌﾞﾙ線、IV線等の汚損、亀裂、発熱による 
 変色の点検 
 電線支持物、配管取付状態の点検 
 電球、管球、ｸﾞﾛｰﾗﾝﾌﾟの不点時の交換 
 汚損、破損、腐蝕の点検 
 電球不点時の交換 
（大学所有の高所作業台使用により 
 交換する箇所は協議による） 
 
 支持柱の固定状態、避雷導線の断線、端子部の点検 
 
 時計の外観の汚損、損傷の点検 
 時計の時刻の進み遅れの点検 
 子時計の運針状況の点検 
 
 増幅器の外観の汚損、損傷の点検 
 電源電圧が規定値内であるかの点検 
 ｽﾋﾟｰｶｰ外観の汚損、損傷の点検 
 
 外観の汚損、損傷の点検 
 呼び出し通話試験による通話の感度、明度の点検 
 ｱﾝﾃﾅ及び支柱の汚損、損傷、腐蝕の点検 
 分配器収容箱の塗装の剥離、損傷の点検 
 分配器収容箱の塵埃等の浸入状態の点検 

 日１回 
 日１回 
 月１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 週１回 
 週１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 

 
 四半期１回 
 四半期１回 
 四半期１回 
 四半期１回 

 
 四半期１回 
 四半期１回 
 その都度 
 月１回 

  その都度 
 
 
 

 月１回 
 

 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 



付則２  
電気設備関係点検項目・周期表 

 
 区 分  機 器 区 分  点  検  内  容  点検周期 

   監視防犯設備 
 
 
 
       防災設備 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ｶﾞｽ漏れ警報 
          設備 
 
 
   中央監視制御 
           設備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   外構 

 ITV設備 
 
 
 
 自動火災報知設備 
 誘導灯、誘導標識 
 
 
 
 
  
非常用警報用設備 
 
 
 
 
 
 中央処理装置 
 
 
 
 
 
 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ装置 
 
 
 
 操作卓 
 
 
 
 ﾌﾟﾘﾝﾀ―装置 
 
 
 
 
 伝送制御端末 
 
 
 
 監視盤制御 
 
 
 
 
 
 
 ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 

 ｶﾒﾗの汚れ、破損、発錆の点検 
 防犯ｾﾝｻｰの汚れ、変形、取付状態の点検 
 防犯設備の作動状態の点検（抜き取り） 
 
 感知器の変形、損傷、脱落、腐蝕の点検 
 周囲に視認障害となるものがあるかの点検 
 ﾗﾝﾌﾟの点灯状態の良否の点検 
 表示板、カバー等の汚れ、破損の点検 
 管球、ｸﾞﾛｰﾗﾝﾌﾟ不点時の交換 
 各種ｽｲｯﾁの開閉位置が正常位置であるかの点検 
 光電式ｱﾅﾛｸﾞ煙感知器の交換 
 外部の汚れ、変形、損傷の点検 
 
 ｶﾞｽ漏れ警報盤外部の汚れ、変形、損傷の点検 
 検知機の変形、損傷、脱落の点検 
 検知機の周囲に機能障害となるものの有無の点検 
 
 指示値等の日常監視及び記録 
 警報ﾗﾝﾌﾟ点灯の確認、原因調査、連絡 
 CPU、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ等の異常の点検 
 ﾌｧﾝ異常、ﾌｨﾙﾀｰの汚れ、目詰まりの点検 
 外観の汚れ、埃の有無の点検清掃 
 
 画像の色ずれの有無の点検 
 表示器類の光度劣化の有無の点検 
 外観の汚れ、埃の有無の点検、清掃 
 
 異臭、異音、異常な温度上昇及び作動の確認 
 外観の汚れ、埃の有無の点検、清掃 
 連絡用ｲﾝﾀｰﾎﾝの通話支障の有無の点検 
 
 用紙送り、用紙ｾｯﾄの異常の有無の点検 
 ﾘﾎﾞﾝのよじれ、かすみの有無の点検 
 用紙残り量の確認 
 外観の汚れ、埃の有無の点検、清掃 
 
 外観の汚れ、埃の有無の点検、清掃 
 （保護継電器盤、監視盤、交換器盤、補助継電器盤、 
  中継端子盤、故障表示盤等） 
 
 外部の汚れ、損傷、錆、腐蝕の有無の点検 
 信号灯、表示灯、各計器、操作・切替ｽｲｯﾁの良否、 
 破損の有無の点検 
 信号灯、表示灯の点灯状態の点検 
 異常音、異臭の有無の点検 
 試験用押しﾎﾞﾀﾝによる警報作動の良否の点検 
 
 外蓋の亀裂、腐蝕の有無の点検 
 周囲に障害となるものの有無の点検 
 表示が鮮明であるかの確認 
 ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ内の支障となる滞水の排水 

 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 その都度 
 月１回 
その都度 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 日常 
 日常 

 週１回 
 週１回 
 月１回 

 
 日１回 
 週１回 
 週１回 

 
 日１回 
 週１回 
 週１回 

 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 週１回 

 
 月１回 

 
 
 

 日１回 
 

 日１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 年１回 

 



付則３ 
機械設備関係点検項目・周期表 

 
 区 分  機 器 区 分  点  検  内  容  点検周期 

   空気調和設備  冷温水発生機 
 
 冷却塔及び付属装置 
 
 
 
 
 
 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ・ 
     冷温水ﾎﾟﾝﾌﾟ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 冷温水ﾍｯﾀﾞｰ 
 
 
 
 
 冷温水膨張水槽 
             （密閉式） 
 
 
 
 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 
 
 
 
 
 
 
 送排風機（密閉式） 

 運転記録及び日常点検 
 
 散水状態の点検 
 水位点検（上部水槽、補給水槽） 
 送風機運転電流測定及び回転状態点検 
 凍結防止ﾎﾟﾝﾌﾟ運転確認 
 その他の点検 
 
 運転電流値、圧力指示値の良否点検 
 回転状態異常有無点検 
 電動機の過熱、騒音有無点検 
 軸受油量良否及び過熱、異音有無点検 
 ｸﾞﾗﾝﾄﾞの水漏れ適否点検 
 ﾄﾞﾚﾝ詰まり、ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎異常点検 
 ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ漏れ有無点検 
 附属弁類の水漏れ有無、機能良否点検 
 動力制御盤、ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ盤機能良否点検 
 
 水高計指針誤差、汚れの有無点検 
 本体の損傷、漏れ、変形の有無点検 
 被覆、保温等の損傷の有無点検 
 取り出しの弁類の漏水、作動不良有無点検 
 
 外部保温材、ｹｰｼﾝｸﾞの損傷、脱落有無点検 
 温度計、水面計指示良否、漏れ有無点検 
 補給水電磁弁作動良否点検 
 水位検出装置作動良否点検 
 
 送風機外部の汚損、変形の有無点検 
 送風機異音、異常振動の有無点検 
 圧縮機潤滑油の良否点検 
 圧縮機の汚れ、錆、塗装劣化有無点検 
 圧縮機異音、異常振動の有無点検 
 冷媒漏洩有無確認 
 バン形加湿器機能良否、腐蝕の有無点検 
 ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰの汚損有無点検、清掃、交換 
 ｺｲﾙ、ﾌｨﾝの汚れ、腐蝕、変形の有無点検 
 ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝの詰まり、錆、腐蝕の有無点検 
 自動制御機器の作動良否点検 
 
 ﾌｨﾙﾀｰの汚損有無点検、清掃 
 送風機の異音、異常振動有無、機能良否点検 
 冷温水ｺｲﾙの汚れ有無点検 
 ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ、ﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟの詰まりの有無点検、清掃 
 吹き出しｸﾞﾘﾙ汚損有無点検、清掃 
 本体及び内部機器の取り付け状態良否点検 
 
 （100V系を除き、全熱交換機給排風機含む） 
 運転電流値良否、異音の有無点検 
 電動機の騒音、過熱、汚れ等の有無点検 
 送風機軸受け部の異常振動、過熱有無点検 
 Vﾍﾞﾙﾄの伸び、亀裂、その他異常有無点検 
 羽根車、ｹｰｼﾝｸﾞ、ｷｬﾝﾊﾟｽの異常有無点検 
 送風機軸受ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ整備 
 Vﾍﾞﾙﾄ取り付け芯の狂い有無点検 
 動力制御盤、ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ盤の機能良否点検 

 日２回 
 

 日１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 月１回 

 
 日１回 
 日１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 日１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 

 
 

 日１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 



付則３ 
機械設備関係点検項目・周期表 

 
 区 分  機 器 区 分  点  検  内  容  点検周期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 給排水衛生設備 

 ﾕﾆｯﾄ形空気調和機 
 
 
 
 
 
 
 空気清浄装置 
 
 
 
 
 ﾀﾞｸﾄ（目視可能部） 
 
 
 
 
 
 
 冷却水管、冷温水管 
 
 
 
 
 検針等 
 
 
 雨水ろ過器 
    （ろ過ﾎﾟﾝﾌﾟ稼働時） 
 
 
 
 給排水ﾎﾟﾝﾌﾟ、ろ過逆 
 洗ﾎﾟﾝﾌﾟ、循環ﾎﾟﾝﾌﾟ、 
 井水ﾎﾟﾝﾌﾟ 
 
 塩素滅菌機 
      （中水設備処理） 
 
 
 貯湯槽 
 
 
 
 
 
 密閉式膨張水槽 
 
 ｶﾞｽﾎﾞｲﾗｰ、電気湯沸器 

 ﾌｧﾝｾｸｼｮﾝ点検（送排風機） 
 水漏れ、空気漏れ有無点検 
 ﾌｨﾙﾀｰの汚損有無点検、交換 
 ｽﾌﾟﾚｰﾉｽﾞﾙ詰まり、腐蝕、脱落有無点検 
 ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝの詰まり、錆、腐蝕の有無点検 
 自動制御機器の作動良否点検 
 
 ｴｱﾌｨﾙﾀｰの汚れ、詰まり有無点検 
 ﾊﾟﾈﾙﾌｨﾙﾀｰの損傷、変形、取り付け状態点検 
 制御盤有無点検、ﾗﾝﾌﾟ点灯、機能確認 
 ﾌｨﾙﾀｰ交換（ｶｾｯﾄﾀｲﾌﾟ） 
 
 ﾀﾞｸﾄの異常振動、吊金物の異常有無点検 
 ﾀﾞｸﾄの保温材欠落、結露等異常有無点検 
 VAV、VD、SFD等の作動、開度表示良否点検 
 吹き出し・吸い込み口、通気口点検 
 吹き出し・吸い込み口清掃 
 外気取り入れ口、排気口ﾙｰﾊﾞｰ点検 
 
 伸縮、ねじ込み、ﾌﾗﾝｼﾞ部の異常有無点検 
 弁類の損傷、腐蝕有無、動作良否点検 
 減圧弁、ｽﾄﾚｰﾄ作動良否点検 
 保温、防露、塗装の良否点検 
 
 燃料使用量 
 薬品、ﾌｨﾙﾀｰ等残量 
 
 原水、逆洗水、ろ過水量の良否点検 
 圧力計指示良否点検 
 自動制御盤機能良否点検 
 処理水質の測定（残留塩素） 
 
 各部点検（冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ、冷温水ﾎﾟﾝﾌﾟによる） 
 電極等自動制御装置作動良否点検 
 絶縁抵抗測定（水中ﾎﾟﾝﾌﾟ） 
 
 薬液の注入量、残量確認、作成補充 
 作動確認点検、電流測定 
 ﾎﾟﾝﾌﾟ回り薬液漏洩の有無点検 
 
 給湯温度、温度調整弁良否点検 
 対ｿｰﾗｰ、ﾎﾞｲﾗｰ自動制御良否点検 
 還水状態良否点検 
 端末給湯栓水質、温度、流量良否点検 
 定期自主検査（ﾎﾞｲﾗｰ・ｸﾚｰﾝ安全協会参照） 
 
 各部点検（冷温水膨張水槽による） 
 
 ｶﾞｽ漏れ、ｶﾞｽ臭有無点検 
 強制排気装置作動、運動良否点検 
 本体、給水管の水漏れ有無点検 
 電磁弁、安全装置の機能良否点検 
 自動給水装置の機能良否点検 
 設定温度に対する湯温、湯量良否点検 
 給湯栓の良否点検 

 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 日１回 

 その都度 
 

 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
年１回 

 半年１回 
 

 年１回 
 年１回 
 年１回 
 年１回 

 
 日１回 
 日１回 

 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 週１回 

 
 日１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 日１回 
 日１回 
 日１回 

 半年１回 
 月１回 

 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 



付則３ 
機械設備関係点検項目・周期表 

 
 区 分  機 器 区 分  点  検  内  容  点検周期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 消防用設備 

 受水槽 
 
 
 
 
 
 雑用水受水槽（中水槽） 
 消防用水槽 
 
 
 
 
 汚水、雑排水槽、雨水 
 貯留槽、湧水槽、除害 
 槽 
 
 給排水管給湯管 
 
 洗面器、大小便器、そ 
 の他陶器類 
 
 
 
 検針等 
 
 
 
 
 
 屋内消火栓設備（連結 
 送水管含） 
 
 
 
 
 排煙口・防火防塵ﾀﾞﾝ 
 ﾊﾟｰ 
 
 排煙機 
 
 
 
 
 
 
 防火扉,垂れ壁,ｼｬｯﾀｰ 
 
 
 消火器設備 

 外観汚損、漏水有無点検 
 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟの作動良否点検 
 定水位弁の作動良否点検 
 満水、減水警報の良否点検 
  上水残留塩素測定 
 
 水槽内水量、水質良否点検 
 満水、減水警報の良否点検 
 ﾏﾝﾎｰﾙ、ふた湯の損傷有無点検 
 pH・臭気・外観・残留塩素測定（中水槽） 
 大腸菌・濁度測定 
 
 異常臭気、害虫発生等の異常有無点検 
 満水、減水警報の良否点検 
 ﾏﾝﾎｰﾙ、ふた等の損傷有無点検 
 
 各部点検（冷却水、冷温水管による） 
 
 亀裂、破損、取り付けの緩み有無点検 
 排水の引き具合良否、ﾄﾗｯﾌﾟ封水破れ有無点検 
 接合部等よりの水漏れ有無点検 
 付属品の機能、水量良否点検 
 
 上水総給水量 
 雑用水総給水量 
 井水、雨水給水量 
 ｶﾞｽ消費量 
 上水、ｶﾞｽ供給側検針立ち会い 
 
 呼水槽水量、ﾎﾟﾝﾌﾟ圧力良否、外観異常有無点検 
 ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤表示良否点検 
 ﾎｰｽの格納、取付状態良否点検 
 表示灯球切れ等異常有無点検 
 周囲の障害物、外観の有無点検 
 
 変形、損傷、腐蝕の有無点検 
 取り付け状態良否点検 
 
 変形、損傷、腐蝕の有無点検 
 取付ﾍﾞﾙﾄ等の損傷、緩み有無点検 
 Vﾍﾞﾙﾄの緩み、損傷有無点検 
 ｹｰｼﾝｸﾞ、ｷｬﾝﾊﾟｽ等の損傷有無点検 
 電源の供給状態の良否点検 
 周囲の可燃物の有無点検 
 
 変形、損傷、腐蝕の有無点検 
 周囲の障害物の有無点検 
 
 消火器及び消火器格納箱外観点検 
 消火器の周囲が整理されているか 

 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
週１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

  週１回 
 ２月１回 
 

 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 その都度 

 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 
 半年１回 

 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 日１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 

 
 月１回 
 月１回 

 
 



付則４　定義  

運転 設備機器を稼働させることをいう。

監視 設備機器の稼働状況の監視及び制御をすることをいう。

点検

建築物等の機能及び劣化状態を一つ一つ調べることをい
い、機能に異常又は劣化がある場合、必要に応じ対応措置
を判断することを含む。

保守

建築物等の必要とする性能又は機能を維持する目的で行
う、消耗部品又は材料の取替え、注油、汚れ等の除去及び
部品の調整等の軽微な作業をいう。

清掃
汚れを除去又は予防することにより仕上材を保護し、快適な
環境を維持するための作業をいう。

修理

建築物等の劣化した部分若しくは部材又は低下した性能若
しくは機能を、原状又は実用上支障のない状態まで回復させ
ることをいう。

交換 部材、部品又は油脂等を取り替えることをいう。

分解整備
機器を定期的又は必要に応じ分解し、劣化した部分又は部
品を修理又は交換することをいう。

調整
機器の状態を指定された性能、仕様等に適合するように整
えることをいう。

確認 目視又は簡単な作動によりその状態を認識することをいう。



電気設備関係

名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 法令等
保全共通仕
様書準拠

取扱説明
書準拠

大学様
式準拠

高圧配電盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

低圧配電盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実験盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

端子盤 ○ ○ ○ ○ ○

手元開閉器盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トランス ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾘｱｸﾄﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○

直流盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

交流無停電電源装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＵＧＳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央監視機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾃﾆｽｺｰﾄ照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（講堂） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（大会議室） ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（大講義室） ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（中講義室） ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（小講義室） ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶ機器（研修ﾎｰﾙ） ○ ○ ○ ○ ○

体育館音響設備 ○ ○ ○

電気時計 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＴＶ共聴機器 ○ ○ ○ ○ ○

放送機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

監視カメラ機器 ○ ○ ○

ｲﾝﾀｰﾎﾝ機器 ○ ○ ○ ○ ○

身障者呼出機器 ○ ○ ○ ○ ○

難聴者機器 ○ ○ ○ ○ ○

ﾅｰｽｺｰﾙ設備機器 ○ ○ ○

火災報知機器 ○ ○ ○

ガス漏れ警報機器 ○ ○ ○

入退室管理機器 ○ ○ ○ ○

視覚障害者誘導機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

避雷設備機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

太陽光発電ｼｽﾃﾑ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発電機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ ○ ○ ○ ○ ○

ｵｲﾙﾀﾝｸ ○ ○ ○ ○ ○

ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○

発電機各補機類 ○ ○ ○ ○ ○

昇降機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３次元動作解析ｼｽﾃﾑ機器 ○ ○ ○

耐熱型分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ ○



空気調和設備関係

名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 法令等
保全共通仕
様書準拠

取扱説明
書準拠

大学様
式準拠

冷温水発生機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○

熱回収式ﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水槽類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｽｸﾗﾊﾞｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドラフトチャンバー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｱﾆｺﾝﾗｯｸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蒸気ﾎﾞｲﾗｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貫流式小型ボイラー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｧﾝ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

空冷式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷却塔 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

空気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再熱ヒーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加湿器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

除湿器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

放熱器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

真空暖房ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

薬液注入装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

換気扇類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドラフトチャンバー ○ ○ ○ ○ ○ ○

恒温恒湿ﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○

定風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

変風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○

製缶類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌﾟﾚｰﾄ型熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｰﾄﾞ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダンパー類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

気水分離器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

磁気式スケール防止装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バルブ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フレキシブル継手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伸縮継手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トラップ装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○

インラインミキサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

瞬間流量計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度計・圧力計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蓄熱槽配管 ○ ○ ○ ○ ○

消音器・消音ﾎﾞｯｸｽ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制気口類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動制御機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動制御盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央監視装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｲﾆｼｴｰﾀｰ制御 ○ ○ ○ ○ ○ ○

差圧設置自動更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○

熱源台数制御 ○ ○ ○ ○ ○ ○

インバーター盤 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１種圧力容器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



衛生・給排水設備関係

名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 法令等
保全共通仕
様書準拠

取扱説明
書準拠

大学様
式準拠

上水受水槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷却塔補給水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貯湯槽加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｿｰﾗｰ放熱ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湧水排水ポンプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋内消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋外消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雨水利用設備機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

蒸気式給湯機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

密閉式膨張タンク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貯湯槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消火用補給水槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｶﾞｽ湯沸器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療ｶﾞｽ設備機器 ○ ○ ○ ○ ○

電気温水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

排水ポンプ槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全自動飲用水滅菌装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋内消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋外消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーストラップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

衛生器具類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厨房器具類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｿｰﾗｰ設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厨房除害設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実験排水処理設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動灌水設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

簡易自動消火装置 ○ ○ ○ ○ ○

都市ガス設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蓄熱式電気給湯機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

池濾過設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

固液分離機 ○ ○ ○ ○ ○ ○

雨水調整機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリーンベンチ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製氷器 ○ ○ ○ ○ ○

便器洗浄消毒器 ○ ○ ○ ○ ○ ○

耐震受水槽 ○ ○ ○ ○

防災井戸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

流量計・水位計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

弁類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継手類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

散水栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

排水金物類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



本部棟電気設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

高圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
低圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
制御盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
端子盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
手元開閉器盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
トランス ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ﾘｱｸﾄﾙ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
直流盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
交流無停電電源装置 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
ＵＧＳ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
中央監視機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＡＶ機器（講堂） ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（大会議室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
電気時計 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＴＶ共聴機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
放送機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
監視カメラ機器 ○ ○ 共通仕様書
ｲﾝﾀｰﾎﾝ機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
身障者呼出機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
難聴者機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
広報表示機器 ○ ○ 共通仕様書準拠
火災報知機器 ○ ○ 独自に必要
ガス漏れ警報機器 ○ ○ 独自に必要
入退室管理機器 ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
視覚障害者誘導機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
避雷設備機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
発電機 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
ｵｲﾙﾀﾝｸ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
各補機類 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
昇降機 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 維持基準



北棟・共通施設棟・図書館棟・教育研修ｾﾝﾀｰ棟・学生会館棟電気設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

高圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
低圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
実験盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
制御盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
端子盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
手元開閉器盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
トランス ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ﾘｱｸﾄﾙ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
直流盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
中央監視機器 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＡＶ機器（大講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（中講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（小講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（研修ﾎｰﾙ） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
電気時計 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＴＶ共聴機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
放送機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
監視カメラ機器 ○ ○ 共通仕様書
ｲﾝﾀｰﾎﾝ機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
身障者呼出機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
難聴者機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
広報表示機器 ○ ○ 共通仕様書準拠
火災報知機器 ○ ○ 独自に必要
ガス漏れ警報機器 ○ ○ 独自に必要
入退室管理機器 ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
視覚障害者誘導機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
避雷設備機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
３次元動作解析ｼｽﾃﾑ機器 ○ ○ 独自に必要



南棟電気設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

高圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
低圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
実験盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
制御盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
端子盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
手元開閉器盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
トランス ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ﾘｱｸﾄﾙ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
直流盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
中央監視機器 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＡＶ機器（大講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（中講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ＡＶ機器（小講義室） ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
電気時計 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＴＶ共聴機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
放送機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
監視カメラ機器 ○ ○ 共通仕様書
ｲﾝﾀｰﾎﾝ機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
身障者呼出機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
難聴者機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
ﾅｰｽｺｰﾙ設備機器 ○ ○ 共通仕様書準拠
広報表示機器 ○ ○ 共通仕様書準拠
火災報知機器 ○ ○ 独自に必要
ガス漏れ警報機器 ○ ○ 独自に必要
入退室管理機器 ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
視覚障害者誘導機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
避雷設備機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程



体育館棟・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾃﾆｽｺｰﾄ電気設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

高圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
低圧配電盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
制御盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
端子盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
手元開閉器盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
分電盤 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
トランス ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ｺﾝﾃﾞﾝｻ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
ﾘｱｸﾄﾙ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程
直流盤 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
中央監視機器 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
太陽光発電ｼｽﾃﾑ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 保安規程
照明器具 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾃﾆｽｺｰﾄ照明器具 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
火災報知機器 ○ ○ 独自に必要
ガス漏れ警報機器 ○ ○ 独自に必要
放送機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
監視カメラ機器 ○ ○ 共通仕様書
ｲﾝﾀｰﾎﾝ機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
身障者呼出機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
難聴者機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠
音響設備 ○ ○ 共通仕様書準拠
電気時計 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ＴＶ共聴機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書
入退室管理機器 ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
視覚障害者誘導機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
避雷設備機器 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 保安規程



本部棟空気調和設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

冷温水発生機 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
蒸気ﾎﾞｲﾗｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｧﾝ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
空冷式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
冷却塔 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
空気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
真空暖房ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
薬液注入装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
全熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
換気扇類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
変風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ 独自に必要
製缶類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌﾟﾚｰﾄ型熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ﾌｰﾄﾞ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 独自に必要
ダンパー類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
気水分離器 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
磁気式スケール防止装置 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
バルブ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
フレキシブル継手 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
伸縮継手 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
トラップ装置 ○ ○ ○ ○ ○ 独自に必要
インラインミキサー ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
瞬間流量計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
温度計・圧力計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
蓄熱槽配管 ○ ○ ○ ○ 独自に必要
消音器・消音ﾎﾞｯｸｽ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
制気口類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
自動制御機器 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
自動制御盤 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
中央監視装置 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ｲﾆｼｴｰﾀｰ制御 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
差圧設置自動更新 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
熱源台数制御 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
インバーター盤 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要



北棟・共通施設棟・図書館棟・教育研修ｾﾝﾀｰ棟・学生会館棟空気調和設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

空気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
外気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｴｱｺﾝ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
送排風機類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｧﾝｺｲﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ドラフトチャンバー ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
恒温恒湿ﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
定風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
変風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
換気扇類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
加湿器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
除湿器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
放熱器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ダンパー類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
制気口類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
自動制御関係 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要



南棟空気調和設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

空気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
外気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｴｱｺﾝ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
熱回収式ﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
水槽類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｽｸﾗﾊﾞｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ドラフトチャンバー ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ｱﾆｺﾝﾗｯｸ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
送排風機 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
全熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
再熱ヒーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
加湿器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
換気扇類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
定風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
変風量装置 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ダンパー類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
制気口類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
ﾌｰﾄﾞ類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 独自に必要
自動制御関係 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要



体育館棟空気調和設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

ﾕﾆｯﾄ型空気調和機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
送風機類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
加湿ﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
制気口類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
自動制御関係 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ダンパー類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
弁類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
継手類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表



本部棟給排水設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

上水受水槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
上水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
冷却塔補給水加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
給湯循環ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
貯湯槽加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｿｰﾗｰ放熱ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
湧水排水ポンプ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
屋内消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
屋外消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
密閉式膨張タンク ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
貯湯槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
消火用補給水槽 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｶﾞｽ湯沸器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
電気温水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
排水ポンプ槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
熱交換器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
全自動飲用水滅菌装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
屋内消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
屋外消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
グリーストラップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
衛生器具類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
厨房器具類 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
ｿｰﾗｰ設備 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 独自に必要
厨房除害設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
実験排水処理設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
自動灌水設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
簡易自動消火装置 ○ ○ ○ ○ 独自に必要
都市ガス設備 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表



北棟・共通施設棟・図書館棟・教育研修ｾﾝﾀｰ棟・学生会館棟給排水設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

蒸気式給湯機 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
密閉式膨張タンク ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
冷水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
雨水利用設備機器 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
ｶﾞｽ湯沸器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
医療ｶﾞｽ設備機器 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
衛生器具類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
電気温水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
蓄熱式電気給湯機 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
タンク類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
池濾過設備 ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
自動灌水設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表



南棟給排水設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
屋内消火栓 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
屋外消火栓 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
衛生器具類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
電気温水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
膨張水槽 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
蒸気式給湯器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
冷水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
医療ｶﾞｽ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表
固液分離機 ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 ﾒｰｶｰ点検表
雨水調整機器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 ﾒｰｶｰ点検表
自動灌水設備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
クリーンベンチ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
製氷器 ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表 独自に必要
便器洗浄消毒器 ○ ○ ○ ○ ○ ﾒｰｶｰ点検表



体育館棟給排水設備機器
名　　　　称 運転 監視 点検 保守 清掃 修理 交換 分解整備 調整 確認 国土交通省仕様 ﾒｰｶｰ仕様 県立大仕様

衛生器具類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
ｶﾞｽ湯沸器 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
電気温水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
冷水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
消火栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
ﾎﾟﾝﾌﾟ類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
耐震受水槽 ○ ○ ○ 独自に必要
防災井戸 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表 揚水量報告
流量計・水位計 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 ﾒｰｶｰ点検表
弁類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
継手類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書 ﾒｰｶｰ点検表
散水栓箱 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要
排水金物類 ○ ○ ○ ○ ○ 共通仕様書準拠 独自に必要



付則５  

 

実験排水設備の保守点検内容 

 

 実験排水設備は、実験排水より排出される酸性及びアルカリ性排水を下水道の排水基準

に適合すべく中和処理し排出する事を目的とし、設置しているものである。 

 

１．下水道放流基準値(越谷市下水道条例) 

      ｐＨ（水素イオン濃度）－－－－－－－－－５．０超過～９．０未満 

 

２．運転管理の基本事項 

  設備を順調に運転するための管理事項としては、各タンクの水漏れの有無、回転機器

 の電流値、異音、振動の有無、流量、ｐＨの異常に注意する必要がある。 

  給油の必要な部分は油面を確認し、潤滑油の入替え、グリースの補給等を行うこと。

 また、定期的に原水、処理水の分析を行うこと。薬品タンク残量に注意して薬品切れが

 生じないように補充を行うこと。運転状態により注入ポンプ量を調整すること。 

 

 

 項  目  内      容  頻 度  

 運転条件の調整   各機器装置運転時間、流量等の設定   適 宜 

 前処理関係   原水の状況点検（臭気、スカムの状況）   １回/月 

 計器類関係   各機器の電流、流量のチェック等   ２回/月 

 回転機器関係   各回転機器の振動、異音、漏れ等   ２回/月 

 電気関係   各電動機器の絶縁抵抗測定   １回/月 

  レベルスイッチ、その他制御電気機器   ２回/年 

 弁類関係   始動弁の作動、回度調整、確認点検   適 宜 

 洗浄、清掃   ｐＨ電極の洗浄、校正   適 宜 

 水質関係   公的機関による水質分析   ６回/年 

 文書通信関係   点検、保守、調整の記録   １回/月 

  連絡業務（緊急対応、その他必要都度）   適 宜 

  定期書類、作成提出   １回/月 

  臨時書類、作成提出   適 宜 

 

 

 

 

 

 

 

 



付則５ 

 

厨房除害設備の保守点検内容 

 

 

 項  目  内      容  頻 度  

運転条件の調整   各機器装置運転時間、流量等の設定    適 宜 

前処理関係   原水の状況点検（色調、臭気、曝気状況） 

  スクリーン状況点検調整（洗浄） 

  １回/月 

  バイオシューターの作動、薬剤の残量等の状況   １回/月 

  バイオ注入ポンプ作動、注入量等の状況   １回/月 

ＢＣ槽関係   槽内の状況点検（色調、臭気、発泡、曝気状況）   １回/月 

  ＤＯ，温度等の点検調整   １回/月 

計器類関係   各機器の電流、圧力、流量のチェック等   １回/月 

回転機器関係   各回転機器の振動、異音、漏れ等   １回/月 

  オイル、グリースの補充または交換  1回/3ヶ月 

電気関係   各電動機器の絶縁抵抗測定   １回/月 

  レベルスイッチ、その他制御電気機器   ２回/年 

弁類関係 

洗浄、清掃 

  始動弁の作動、回転調整、確認点検    適 宜 

  原水スクリーン点検洗浄、その他設備機器回り    適 宜 

水質関係   ｐＨ，水温等現場測定可能なもの   １回/月 

  公的機関による水質分析   １回/月 

文書通信関係   点検、保守、調整等の記録   １回/月 

  連絡業務（緊急対応、その他必要都度）    適 宜 

  定期書類、作成提出   １回/月 

  臨時書類、作成提出    適 宜 

 

 



別添 

保  安  規  程 

（ 需要設備・ 太陽電池発電所）  

 

５ １ －１ ４ －０ ４ １ ７ １  

ふ  り   が  な こ う り つだいがく ほう じ ん さ いたま けんり つだいがく  

設 置 者 名 公立大学法人 埼玉県立大学 

事 業 場 名 公立大学法人 埼玉県立大学 

事 業 場 住 所 埼玉県越谷市三野宮８ ２ ０  

     
 内 設 備 容 量 契 約 電 力 受 電 電 圧 

受 電 電 力     

     

 訳 6,050ｋ Ｖ Ａ  1,200ｋ Ｗ 6,600Ｖ  

     

 内 発  電  機 発  電  機 発  電  機 

非 常 用 予 備  定 格 容 量 定 格 出力 定 格 電 圧 

発  電  装  置  1,000ｋ Ｖ Ａ  800ｋ Ｗ 6,600Ｖ  
 訳  1 台   

 名  称 太陽電池発電所 

発  電  所 内 発  電  機 発 電 所 発  電  機 

( 系統連系 有・ 無)   定 格 容 量 出 力 定 格 電 圧 

( 逆  潮 有・ 無)   100 ｋ Ｖ Ａ  100 ｋ Ｗ 200Ｖ  

 訳  50Ｈｚ   

業     種 大学 

電 気 事 業 者 名 ミ ツウ ロ コ グリ ーンエネルギー株式会社 

作 成 年 月 日 令和 7 年 4 月 1 日  

 

・  



保  安  規  程 
 

第１ 章  総   則 

 

（ 目的）  

第１ 条  公立大学法人 埼玉県立大学 以下「 当事業場」 と いう 。 ） における 自家用

電気工作物（ 以下「 電気工作物」 と いう 。 ） の工事、 維持及び運用の保安を 確保す

る ため電気事業法第４ ２ 条の規定に基づき 、 公立大学法人 埼玉県立大学（ 以下

「 設置者」 と いう 。 ） がこ の規程を定める 。   

           

（ 保安管理業務の委託範囲）  

第２ 条 当事業場の電気工作物の工事、 維持及び運用に関する 保安の監督に係る 業務

（ 以下「 保安管理業務」 と いう 。 ） は、 一般財団法人関東電気保安協会（ 以下「 保

安協会」 と いう 。 ） に委託する も のと する 。  

 

（ 法令及び規程の遵守）  

第３ 条 当事業場の電気工作物設置者、 電気工作物の工事、 維持及び運用に従事する 者

（ 以下「 従事者」 と いう 。 ） 及び保安協会は、 電気関係法令及びこ の規程を 遵守す

る も のと する 。  

 

（ 細則の制定）  

第４ 条 こ の規程を 実施する ため必要と 認めら れる 場合には、 別に細則を 制定する も の

と する 。  

 

（ 規程等の改正）  

第５ 条 こ の規程の改正又は前条に定める 細則の制定若し く は改正に当たっ ては、 保安

協会の意見を求める も のと する 。  

 ２  こ の規程を 改正する 場合は、 電気事業法第４ ２ 条の規定に基づき 経済産業大臣に

届出をする も のと する 。  

 

第２ 章 保安管理業務の運営管理体制 

 

（ 保安管理業務の管理）  

第６ 条 当事業場の保安管理業務は、 理事長が総括管理し 、 その管理の下におかれる 当

事業場の組織はあら かじ め定めておく も のと する 。  

 

（ 設置者の義務）  

第７ 条 電気工作物に関する 保安上重要な事項の決定又は実施に当たっ ては、 保安協会

に意見を 求める も のと する 。  

２  保安協会から 指導及び助言を 受け又は保安協会と 協議し た保安に関する 事項につ

いては、 速やかに必要な措置を と る も のと する 。  
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３  電気関係法令に基づいて経済産業大臣に申請又は届出を する 書類の内容が保安管

理業務に関係のある 場合には、 その作成及び手続き については、 保安協会に意見を

求める も のと する 。  

４  電気事業法第１ ０ ７ 条の規定に基づいて行う 検査は、 保安協会に通知し 立ち会わ

せる も のと する 。  

 

（ 連絡責任者等）  

第８ 条 電気工作物の工事、 維持及び運用に関する 保安のための巡視を 行う 者を 定める

と と も に、 保安管理業務のた めに必要な事項を 保安協会に連絡する 責任者（ 以下

「 連絡責任者」 と いう 。 ） を 選任し 、 その氏名、 連絡方法等を 保安協会に通知する

も のと する 。  

なお、 設備容量が６ ， ０ ０ ０ キロ ボルト ア ン ペア以上の需要設備になる 場合は、

電気工事士法に規定する 第一種電気工事士の資格を 有する 者と 同等以上の知識及び

技能を有する 者を選任する も のと する 。  

２  前各項に変更が生じ た場合は、 直ちに保安協会に通知する も のと する 。  

３  連絡責任者及び従事者（ 以下「 連絡責任者等」 と いう 。 ） には、 保安協会の行う

保安管理業務に原則と し て立ち会わせる も のと する 。  

 

（ 従事者の義務）  

第９ 条  従事者は、 保安協会が保安管理業務のために行う 指導及び助言を 受ける も のと

する 。  

 

第３ 章 保安教育 

 

（ 保安教育）  

第10条 電気工作物の保安に関する 必要な事項についての教育を 従事者に対し て行う も  

のと し 、 必要に応じ て保安協会に意見を求める も のと する 。  

 

（ 保安に関する 訓練）  

第11条 災害その他電気事故が発生し た場合の措置についての訓練を従事者に対し て行 

う も のと し 、 必要に応じ て保安協会に意見を 求める も のと する 。  

 

第４ 章 巡視、 点検及び検査 

 

（ 工事の計画）  

第12条 電気工作物の設置、 変更、 修理及び廃止に伴う 工事の計画を 立案する 場合は、

その保安に関し 、 保安協会に意見を求める も のと する 。  
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（ 工事の実施等）  

第13条 電気工作物に関する 工事の実施に当たっ ては、 保安協会に工事期間中に外観点

検を 行わせ、 完了し た場合には保安協会に検査を 行なわせ、 又は他の者が実施する

検査にあっ ては、 保安協会に必要な指導及び助言を 求めさ せ、 計画ど おり 施工さ れ

ている こ と 、 経済産業省令で定める 技術基準（ 以下「 技術基準」 と いう 。 ） に適合

し 、 保安上支障がないこ と を確認する も のと する 。  

２  電気工作物の工事を 他の者に請け負わせる 場合には、 責任の所在を 明ら かにし て

おく も のと する 。  

３  電気工作物の工事に関する 保安のための点検は、 別紙のと おり と し 、 保安協会に

委託する 業務の範囲については、 委託契約書によ る も のと する 。 それ以外のも のに

あっ ては、 保安協会と 協議し たと こ ろによ り 自ら の責任において行う も のと する 。  

４  保安協会が行う 前項の点検業務に関する 計画の策定及び実施について協力する も

のと する 。  

 

（ 維持及び運用に関する 巡視、 点検等）  

第14条 電気工作物の維持及び運用に関する 保安のための巡視、 点検は、 別紙のと おり

と し 、 保安協会に委託する 業務の範囲については、 委託契約書によ る も のと する 。

それ以外のも のにあっ ては、 保安協会と 協議し たと こ ろ によ り 自ら の責任において

行う も のと する 。  

なお、 従事者が行う 日常巡視の結果は、 保安協会に連絡又は保安協会が行う 点検 

  時において報告し 、 必要な指導及び助言を 求める も のと する 。  

２  保安協会が行う 前項の点検の業務に関する 計画の策定及び実施について協力する

も のと する 。         

 

（ 技術基準に適合し ない場合等の措置）  

第15条 巡視、 点検によ り 技術基準への適合性を 確認し た結果、 不適合又は不適合のお

それがある と 判断さ れた場合は、 保安協会に技術基準に適合する ためにと る べき 措

置の指導及び助言を 求め、 速やかに当該電気工作物を 修理、 改造、 移設又は、 その

使用を 一時停止し 若し く は制限する 等の措置を 講じ 、 常に技術基準に適合する よ う

維持する も のと する 。  

 

（ 事故・ 故障発生時の処置と 再発防止）  

第16条 電気工作物に事故・ 故障が発生し た場合又は発生する おそれがある 場合は、 保

安協会その他の関係先に連絡又は報告し 、 保安協会に適切な指導及び助言を 求める

も のと する 。  

２  送電停止又は電気工作物への切離し など の措置を と る 場合は、 現状を 確認する と

と も に、 保安協会の指導及び助言の下に行う も のと する 。  

３  電気事故・ 故障等が発生し た場合は、 状況に応じ 保安協会の臨時点検を 受け、 こ

れによ り 事故原因が判明し た場合には、 保安協会に指導及び助言を 求め事故を 再発

さ せない対策について適切な措置をと る も のと する 。  
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４  電気関係報告規則に基づく 電気事故報告を 行う 必要がある 場合は、 保安協会に指

導及び助言を求める も のと する 。  

 

第５ 章 運転又は操作 

 

（ 運転又は操作）  

第17条 平常時及び事故その他の異常時における 開閉器、 遮断器及びその他必要と する

機器の運転又は操作については、 保安協会に意見を 求めあら かじ め定めておく も の

と する 。  

２  前条第１ 項の規定に基づく 報告又は連絡すべき 事項及び連絡経路は、 受電室及び

発電所その他の見やすい場所に掲示し ておく も のと する 。  

３  受電用の開閉器、 遮断器等の操作に当たっ ては、 必要に応じ て電気事業者に連絡

する も のと する 。  

 

（ 系統運用）  

第18条 電気事業者の配電系統と 連系する 発電所の運用に当たっ ては、 電気事業者と の

協調を図る と と も に、 緊急時における 安全対策を 明確にし ておく も のと する 。  

２  災害時等において、 電気事業者と 連絡がと れない場合にあっ ては、 連系運転を し

ないも のと する 。  

 

（ 長期停止）  

第19条 発電所の運転を 相当期間停止する 場合には、 保安協会に意見を 求め主要機器の

点検手入れを行い、 必要箇所に防錆、 防湿等の対策を講じ る も のと する 。  

２  休止設備と 運転設備と の区分を 明確にし 、 その連絡部分は切離する も のと する 。  

 

（ 運転の開始）  

第20条 発電所を 相当期間停止の後に運転を 開始する 場合は、 保安協会に意見を 求め、

所定の事前点検を 行う 他、 必要に応じ 試運転等を 行い、 安全上支障の無いこ と を 確

認すも のと する 。  

 

第６ 章 災害対策 

 

（ 防災体制）  

第21条 災害に備えて電気工作物の保安を 確保する ために、 保安協会に意見を 求め適切

な措置を と る こ と ができ る 体制を 整備し ておく も のと する 。  

 

（ 災害時の措置）  

第22条 災害が発生し た場合には、 速やかに保安協会に連絡し 、 その指導及び助言を 受

ける も のと する 。  

２  災害の発生に伴い、 電気工作物の使用が危険と 認めら れる 場合には、 連絡責任者

等は、 直ちに該当範囲の電源停止又は発電設備の運転停止を する こ と ができ る も の

と する 。  
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第７ 章  記録 

 

（ 記録の保存）  

第23条 電気工作物の工事、 維持及び運用に関する 次の記録は、 ３ 年間保存する も のと

する 。  

（ １ ） 巡視、 点検及び検査の記録 

（ ２ ） 電気事故に関する 記録 

（ ３ ） 運転日誌（ 発電所に限る 。 ）  

２  前項の規定によ ら ない記録は、 必要な期間保存する も のと する 。  

（ １ ） 主要電気機器の補修記録 

 

第８ 章 責任の分界 

 

（ 責任の分界）  

第24条 電気事業者が設置する 電気工作物と の保安上の責任分界点は、 電気事業者と の

需給に関する 契約によ り 定めたと こ ろによ る 。  

 

（ 需要設備及び発電所構内）  

第25条 需要設備及び発電所の使用区域又は区分は、 別図のと おり と する 。  

 

第９ 章 整備その他 

 

（ 危険の表示）  

第26条 受電室、 発電所又はその他高圧の電気工作物が設置さ れている 場所等で感電等

の危険のおそれがある と こ ろ には、 保安協会に意見を 求め従事者等に注意を 喚起す

る 表示を 設ける も のと する 。    

 

（ 備品等の整備）  

第27条 電気工作物の保安上必要と する 備品、 材料、 消耗品、 交換部品等は、 保安協会

に意見を 求め整備し 、 こ れを適正に保管する も のと する 。  

 

（ 設計図面類の整備）  

第28条 電気工作物に関する 設計図、 仕様書、 取扱説明書、 設備台帳等については、 必

要な期間整備保存する も のと する 。  

 

（ 手続書類等の整備）  

第29条 経済産業大臣、 電気事業者等に申請又は届出を し た書類及び図面、 その他の主

要文書については、 その写し を 必要な期間保存する も のと する 。  

 

附 則 

こ の規程は、 平成 ２ ４ 年 ５ 月 ２ ８ 日から 施行する 。  
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別 紙 

 

 

電気工作物の工事、 維持及び運用に関する 保安の 

巡視、 点検内容 

 

 １  電気工作物の工事、 維持及び運用に関する 保安の巡視及び点検内容は、 次の各号

によ る も のと する 。  

  ( 1)  保安協会が行う 点検の範囲については、 委託契約書によ る こ と と し 、 電気工作

物の種類並びに点検の種別にし たがい、 原則と し て別表第１ ． ２ のと おり と する 。  

    ただし 、 設備が特殊性のため、 専門の知識及び技術を 有する 者でなければ点検

が困難な電気工作物については、 保安協会の意見を き いて、 必要な点検を 専門業

者又は、 電気機器製造業者等に依頼し て行う も のと する 。  

    こ の場合、 設置者は保安協会に点検及び結果の記録を 提示し 、 保安協会から 必

要に応じ て指導及び助言を受ける も のと する 。  

  ( 2)  電気事故又は、 電気工作物に異常が発生し 、 発生する おそれがある 場合に、 設

置者又は、 電気事業者の通知に基づいて保安協会が行う 応急措置の指導、 助言は

電話又は、 直接現地で行いま す。 こ の場合において設置者は、 保安協会が応急措

置を 行う ための判断に役立てる ため、 電気事故の発生箇所、 異常の状況等を 適切

に保安協会に連絡する も のと する 。  
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別表第１  

点検項目 

（ 需要設備）  

１ －１ 月次点検及び年次点検 

電 気 工 作 物 点 検 項 目 月次点検 
年 次 点 検  

Ａ  Ｂ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受

電

設

備 
 

 
协

第

二

受

電

設

備

以

降

を

含

む

卐 

区 分 開 閉 器 

引 込 線 等 

架空電線､支持物 

ケーブル 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

継電器と の連動試験  〇 〇 

保護継電器動作特性試験  〇 〇 

断 路 器 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

遮 断 器 

開 閉 器 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

動 作 試 験  〇 〇 

内 部 点 検   〇 

絶縁油の点検・ 試験   〇 

電 カ ヒ ュ ー ズ 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

計 器 用 変 成 器 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

変 圧 器 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

漏 え い 電 流 測 定 〇 〇 〇 

内 部 点 検   〇 

絶縁油の点検・ 試験   〇 

電力用コ ンデンサ 

及 び リ ア ク ト ル 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

避 雷 器 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

母 線 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

その他の高圧機器 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

配 電 盤 

制 御 回 路 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

保護継電器動作特性試験  〇 〇 

継電器と 遮断器等と の連動試験  〇 〇 

計 器 校 正 試 験   〇 

電圧、 負荷電流測定 〇 〇 〇 

受電設備の建物・ 室、  

キｭービク ルの金属箱 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

接 地 装 置 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定  〇 〇 
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電 気 工 作 物  点 検 項 目 月次点検 
年 次 点 検  

Ａ  Ｂ  

配

電

設

備 

配 電 線 路 

架 空 電 線 ､ 支 持 物 

ケーブル 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※ 
 

〇 〇 
 

断 路 器 、 遮 断 器 

開 閉 器 、 変 圧 器 

計 器 用 変 成 器 

電力用コ ンデンサ 

そ の 他 高 圧 機 器 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 診 断 測 定※  〇 〇 

内 部 点 検   〇 

絶縁油の点検・ 試験   〇 

継電器と の連動試験    〇 〇 

接 地 装 置 
外 観 点 検 〇 〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定    〇 〇 

非

常

用

予

備

発

電

装

置 

原 動 機 

付 属 装 置 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

始 動 試 験 〇 〇 〇 

機関保護継電器動作試験  〇 〇 

発 電 機 

励 磁 装 置 

接 地 装 置 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定    〇 〇 

遮 断 器 

開 閉 器 

配 電 盤 

制 御 装 置 等 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

継電器と の連動試験  〇 〇 

保護継電器動作特性試験  〇 〇 

制 御 装 置 試 験  〇 〇 

その他は受電設備に準ずる     

蓄

電

池

設

備 

本 体 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

液 量 点 検 〇 〇 〇 

電 圧 ・ 比 重 測 定  〇 〇 

液 温 測 定  〇 〇 

充 電 装 置 

付 属 装 置 

接 地 装 置 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定    〇 〇 

負
荷
設
備 

配 線 、 配 線 器 具  

そ の 他 の 機 器 

接 地 装 置 

外 観 点 検 〇 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定    〇 〇 

注） １  ○印は、 該当する 各点検項目を示し 、 設備のある 場合に適用し ま す。  

２  「 月次点検」 と は、 設備が運転中の状態において点検を実施する も のをいい、 「 年次点検」

と は、 主と し て停電によ り 設備を停止状態にし て点検を実施する も のをいいま す。  

３  年次点検は１ 年に１ 回以上行いま す。 ただし 、 年次点検Ａ においては、 信頼性が高く 、 かつ、 点

検項目と 同等の点検ま たは、 過去の実績を確認し た場合は、 一部省略する こ と があり ま す。  

４  絶縁油の点検・ 試験は、 Ｐ Ｃ Ｂ 油混入のおそれがある 場合、 一部を省略する こ と があり ま す。  

５  ※印の絶縁診断測定と は、 絶縁抵抗測定も し く は高圧部分放電測定をいいます。  
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点検項目 

（ 工事期間中の点検及び竣工検査）  

１ －２ 工事期間中の巡視、 点検及び竣工検査 

電 気 工 作 物 点 検 項 目 
工事期間中

の点検 
竣工検査 

引込設備 

区分開閉器、  

引込線、 支持物、  

ケーブル等 

外 観 点 検 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 

継電器の動作特性試験  〇 

開閉器と 継電器の連動試験  〇 

絶 縁 耐 力 試 験  〇 

受電設備 

断路器、 電力用ヒ  

ュ ーズ、 遮断器、  

高圧負荷開閉器、  

変圧器、 コ ンデン 

サ、 リ アク ト ル、  

避雷器、 計器用変 

成器及び母線等 

外 観 点 検 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 

継電器の動作特性試験  〇 

遮断器、 開閉器と 継電器の連動試験  〇 

絶 縁 耐 力 試 験  〇 

受・ 配電盤  
外 観 点 検 〇 〇 

シ ー ケ ン ス 試 験  〇 

接地工事 接地線、 保護管等 
外 観 点 検 〇 〇 

接 抵 抗 測 定  〇 

構造物 

受電室建物、  

キュ ービク ル式

受・ 変電設備の 

金属製外箱等 

外 観 点 検 〇 〇 

配電設備 電線路 引 込 線 に 準 じ る  〇 〇 

発電設備 

（ 非常用予備
発電装置を 含

む）  

 
原動機、 発電機、

始動装置等 
風車、 支持工作物 

太陽電池発電所 
燃料電池発電所 

外 観 点 検 〇 〇 

始 動 ・ 停 止 試 験  〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 

保護継電器の動作試験  〇 

絶 縁 耐 力 試 験  〇 

イ ンタ ーロ ッ ク 試験  〇 

蓄電池 

設備 

蓄電池、 充電装置 

及び付属装置 

外 観 点 検 〇 〇 

電 圧 測 定  〇 

比 重 測 定  〇 

温 度 測 定  〇 

負荷設備 配線、 配線器具等 
外 観 点 検 〇 〇 

絶 縁 抵 抗 測 定  〇 

注） １  ○印は、 各点検項目の該当項目を示し 、 設備のある 場合に適用し ま す。  
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点検項目 

（ 太陽電池発電所）  

１ －３ 月次点検及び年次点検  

電 気 工 作 物 点 検 項 目 月次点検 年次点検 

太 陽 電 池 ア レ イ  
外 観 点 検 ○ ○ 

接 地 抵 抗 測 定  ○ 

接 続 箱 

外 観 点 検 ○ ○ 

接 地 抵 抗 測 定  ○ 

絶 縁 抵 抗 測 定  ○ 

パワ ーコ ンディ ショ ナ 

外 観 点 検 ○ ○ 

絶 縁 抵 抗 測 定  ○ 

接 地 抵 抗 測 定  ○ 

電圧値・ 電流値の測定 ○ ○ 

系統連系保護装置 
外 観 点 検 ○ ○ 

単独運転検出機能の確認  ○ 

 外 観 点 検 ○ ○ 

 液 量 点 検 ○ ○ 

蓄 電 池 等 電圧・ 比重・ 液温測定  ○ 

 絶 縁 抵 抗 測 定  ○ 

 接 地 抵 抗 測 定  ○ 

接 地 装 置 
外 観 点 検 〇 〇 

接 地 抵 抗 測 定  〇 

注） １  ○印は、 該当する 各点検項目を示し 、 設備のある 場合に適用し ま す。  

２  「 月次点検」 と は、 設備が運転中の状態において点検を実施する も のをいい、 「 年次点検」

と は、 主と し て停電によ り 設備を停止状態にし て点検を実施する も のをいいま す。  

３  年次点検は１ 年に１ 回以上行いま す。  

４  容易に点検でき ない屋根の上等に設置さ れた太陽電池アレ イ は、 保安協会と 協議の上、 電気

機器製造業者等の専門業者によ り 点検を実施する こ と と し ま す。 ただし 、 電気機器製造業者と

の協議によ り 、 点検を省略する こ と があり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-10- 



１ －４ 臨時点検 

電気工作物に異常が発生し 又は発生する おそれがある 場合は、 その都度点検、 測定、

試験を行なう も のと し ま す。  

 

２  点検の周期 

点 検 の 種 別 周        期 

月次点検 
需 要 設 備 毎 月 １  回 

太陽電池発電所 ６ か 月 １  回 

年次点検 

需要設備 
Ａ  毎 年 １  回 

Ｂ  ３  年 １  回 

太陽電池発電所    毎 年   １  回 

臨 時 点 検 必  要  の  都  度 

工事期間中の点検 週 １ 回 

竣 工 検 査 工事完了後 

注） 年次点検Ｂ には、 年次点検Ａ が含まれ、 年次点検Ａ 、 Ｂ には、 月次点検が含ま れていま す。  
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別表第２  

点検方法（ 需要設備）  

月次点検及び年次点検 

電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

受
電
設
備
协
第
二
受
電
設
備
以
降
を
含
む
卐 

区分 

開閉器 

 

外観点検 １ . 区分開閉器､制御箱 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱 

外観点検 １ . 区分開閉器､制御箱 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱 

 ２ . キャ ビネッ ト 等 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱､結露､ 

施錠状態 

 ２ . キャ ビ ネッ ト 等 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱､結露､ 

施錠状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁診断

測  定 

絶縁抵抗測定 

  

 

継電器と

の連動 

試  験 

開閉器の動作と  

保護継電器と の連動 

  

 

継電器の

動作特性

試 験 

継電器の動作特性を

確認する 試験 

引込線、

支持物、  

ケ ーブ ル

等 

 

 

 

 

 

外観点検 １ . 架空電線 

損傷､たる み､他物と  

の離隔 

外観点検 １ . 架空電線 

損傷､たる み､他物と  

の離隔 

 ２ . 支持物等 

損傷､汚損､脱落､ 

腐朽､傾斜 

 ２ . 支持物等 

損傷､汚損､脱落､ 

腐朽､傾斜 

 ３ . ケーブル本体 

損傷､変形､汚損､ 

腐食､他物と の離隔 

 ３ . ケーブル本体 

損傷､変形､汚損､ 

腐食､他物と の離隔 

 ４ . 接続箇所 

変色､過熱､異臭 

 ４ . 接続箇所 

変色､過熱､異臭 

 ５ . ケーブル保護管 

異音､異臭、 損傷､ 

汚損 

 ５ . ケーブル保護管 

異音､異臭、 損傷､ 

汚損 

   ６ . 埋設表示 

 ６ . マンホール 

損傷 

 ７ . マンホール 

損傷 

 ７ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ８ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  

 

絶縁診断 

測    定 

絶縁抵抗測定 
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

受
電
設
備
协
第
二
受
電
設
備
以
降
を
含
む
卐 

断路器 外観点検 １ . 本体 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態 

外観点検 １ . 本体 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁診断

測  定 

絶縁抵抗測定 

遮 断 器 、

負荷 

開閉器 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

  絶縁油の

点 検 ・  

試    験 

油量､ 変色､ 汚損､ 酸

価､絶縁破壊電圧 

  

 

内部点検 損傷､ 変色､ 亀裂､ 変

形､ 腐食､ ゆ る み､ 外

れ､ 

電力用ヒ

ュ ーズ 
外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

  絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

計器用変

成器 

外観点検 １ . 本体 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態 

外観点検 １ . 本体 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態 

 ２ . 接続箇所 

  変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

  変色､過熱 

 ３ . 接地線 

  損傷､外れ､断線､取

付け状態 

 

 

 

３ . 接地線 

  損傷､外れ､断線､取

付け状態 
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

受
電
設
備
协
第
二
受
電
設
備
以
降
を
含
む
卐 

計 器 用

変成器 

 

 

 絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

変圧器 外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ４ . Ｐ Ｃ Ｂ 使用・ 保管 

の表示 

 ４ . Ｐ Ｃ Ｂ 使用・ 保管 

の表示 

  絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

漏 え い 

電流測定 

Ｂ 種接地工事の 

接地線に流れる  

漏えい電流測定 

漏 え い 

電流測定 

Ｂ 種接地工事の 

接地線に流れる  

漏えい電流測定 

  内部点検 損傷､変色､亀裂､ 

変形､腐食､ゆる み､ 

外れ､タ ッ プ値の確 

   認 

  絶縁油の

点    検 

油量､ 変色､ 汚損､ 酸価､

絶縁破壊電圧 

電 力 用

コ ン デ

ンサ 

及び 

リ ア ク

ト ル 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び取付

け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び取付

け状態 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ４ . Ｐ Ｃ Ｂ 使用・ 保管 

  の表示 

 ４ . Ｐ Ｃ Ｂ 使用・ 保管 

  の表示 

  絶縁診断

測  定 

絶縁抵抗測定 

避雷器 外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､ 過熱及び取付

け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､ 過熱及び取付

け状態 

 

 

２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

受
電
設
備
协
第
二
受
電
設
備
以
降
を
含
む
卐 

 

 

 

 

 

 

３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

母線等 外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態、 他物と の離隔 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態、 他物と の離隔 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

  絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

そ の 他

の 高 圧

機器 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､ 過熱及び取付

け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､ 過熱及び取付

け状態 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

変色､過熱 

  ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  

 

 

 

絶縁診断

測    定 

絶縁抵抗測定 

配電盤 

・ 制 御

回路等 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 ２ . 接続箇所 

  変色､過熱 

 ２ . 接続箇所 

  変色､過熱 

 ３ . 接地線 

  損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

  損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁抵抗 

測    定 

絶縁抵抗測定 

  継電器の

動作特性

試    験 

継電器の動作特性を 

確認する 試験 

  

 

計器校正 

試  験 

電圧計・ 電流計等 

校正試験 
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

受
電
設
備
协
第
二
受
電
設
備
以
降
を
含
む
卐 

配電盤 

・ 制 御

回路等 

 

 
 

 

継 電 器 と

遮 断 器 等

と の 連 動

試    験 

保護継電器と の連動 

電圧値、

電流値の

測    定 

指示計器 

電圧､負荷電流測  

定 

電 圧 値 、

電 流 値 の

測    定 

指示計器 

電圧､負荷電流測定 

受電設備
の建物 

・ 室､ 

キ ュ ー

ビ ク ル

の 金 属

箱 

外観点検 １ . 建物､金属箱等 

   損傷､変形､汚損､ 

   発錆､腐食､換気､ 

   照度不足､雨漏り ､ 

   雨雪浸入､小動物等 

   侵入口の有無､鍵の 

   状態､塗装剥離､ 

  周囲の整理・ 整頓 

状態 

外観点検 １ . 建物､金属箱等 

   損傷､変形､汚損､ 

   発錆､腐食､換気､ 

   照度不足､雨漏り ､ 

   雨雪浸入､小動物等 

   侵入口の有無､鍵の 

   状態､塗装剥離､ 

  周囲の整理・ 整頓 

状態 

接地 

装置 

外観点検 １ . 接地線 

 損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

外観点検 １ . 接地線 

 損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

   

 

接 地 抵 抗

測    定 

接地抵抗測定 

配
電
設
備 

配電 

線路 

外観点検 １ . 架空電線 

損傷､たる み､ 

他物と の離隔 

外観点検 １ . 架空電線 

損傷､たる み､ 

他物と の離隔 

 ２ . 支持物等 

損傷､汚損､脱落､ 

腐朽､傾斜 

 ２ . 支持物等 

損傷､汚損､脱落､ 

腐朽､傾斜 

 ３ . ケーブル本体 

損傷､変形､汚損､ 

腐食､他物と の離隔 

 ３ . ケーブル本体 

損傷､変形､汚損､ 

腐食､他物と の離隔 

 

 

４ . 接続箇所 

変色､過熱､異臭 

 ４ . 接続箇所 

変色､過熱､異臭 

 ５ . ケーブル保護管 

異音､異臭、 損傷､ 

汚損 

 ５ . ケーブル保護管 

異音､異臭、 損傷､ 

汚損 

   ６ . 埋設表示 

 ６ . マンホール 

損傷 

 ７ . マンホール 

損傷 

 ７ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ８ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  

 

絶 縁 診 断

測  定 

絶縁抵抗測定 

-16- 



電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

配
電
設
備 

断路器、

遮断器、
開閉器、

変圧器、
計器用 

変成器、
コ ン デン

サ、  

その他 

高圧機器 

 受電設備に準ずる   

 

 

 

 

 

 

受電設備に準ずる  

接地装置  受電設備に準ずる   受電設備に準ずる  

非
常
用
予
備
発
電
装
置 

原  動  機 

及 び 
付属装置 

 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 

 

２ . 燃料装置 

貯蔵量､損傷､外れ､ 

腐食､漏油 

 ２ . 燃料装置 

貯蔵量､損傷､外れ､ 

腐食､漏油 

 

 

 

３ . 冷却装置 

貯水量､不凍液､ 

損傷､外れ､腐食､ 

漏水 

 ３ . 冷却装置 

貯水量､不凍液､ 

損傷､ゆる み､外れ､ 

腐食､漏水 

 ４ . 潤滑油装置 

油量､損傷､外れ､ 

腐食､漏油 

 ４ . 潤滑油装置 

油量､損傷､ゆる み､ 

外れ､腐食､漏油 

 ５ . 始動装置 

損傷､汚損､腐食､ 

空気貯蔵槽の 

漏気・ 圧力､蓄電池

の電圧・ 液量 

 

 
５ . 始動装置 

損傷､汚損､腐食､ 

空気貯蔵槽の 

漏気・ 圧力､ 蓄電池

の電圧・ 液量 

 ６ . 吸気・ 排気装置 

損傷､腐食 

 ６ . 吸気・ 排気装置 

損傷､異音､腐食､ 

漏気 

始動試験 運転状態 

温度､異音､異臭､ 

振動､漏気､始動､ 

停止､排気ガス の状

態､換気､圧力 

始動試験 運転状態 

温度､異音､異臭､ 

振動､漏気､始動､ 

停止､ 排気ガ ス の 状

態､換気､圧力 

 

 
 

 

機関保護 

継 電 器 
動作試験 

保護継電器動作試験

（ 過速度､油圧低下､

水温上昇､ 起動渋滞

等）  
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

非
常
用
予
備
発
電
装
置 

発電機及

び励磁装
置接地装

置 

 

 

 

始動試験 運転状態 

温度､異音､異臭､振

動､ 回転､ 電圧発生

状態停止､排気ガス

の状態､換気､圧力 

始動試験 運転状態 

温度､ 異音､ 異臭､ 振

動､回転､電圧発生状

態停止､ 排気ガ ス の

状態､換気､圧力 

 
 

 絶縁抵抗 

測    定 

絶縁抵抗測定 

 

  

 

接地抵抗 

測  定 

接地抵抗測定 

遮断器 

開閉器 

配電盤 

制 御 装

置等 

外観点検 受電設備に準ずる  外観点検 受電設備に準ずる  

  

 

継 電 器 と

の連動 

試  験 

保護継電器と の連動 

  

 

継電器の 

動作特性 

試    験 

継電器の動作特性を

確認する 試験 

 

  制御回路 
試    験 

シーケンス 試験 

  その他は受電設備に準ずる  

蓄
電
池
設
備 

蓄 電 池

本体 

外観点検 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､ 過熱及び取

付け状態 

外観点検 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び取付

け状態 

液量点検 液量確認 液量点検 液量確認 

  電 圧 ､ 比

重､液温 

測   定 

電圧､比重､液温の測 

定 

充 電 装

置､付属 

装置 

外観点検 １ . 本体 

  異音､ 異臭､ 損傷､

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び 

取付け状態 

 ２ . 付属装置 

  異音､ 異臭､ 損傷､

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 ２ . 付属装置 

  異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び 

取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

 ３ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁診断 

測  定 

絶縁抵抗測定 
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電気工作物 
月次点検 年次点検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

 

 

 

 

 
 

 

接地抵抗 

測  定 

接地抵抗測定 

負
荷
設
備 

配線 

配 線 機

器 

外観点検 

 

 
 

１ . 配線 

異音､ 異臭､ 損傷､

汚損､ 過熱及び他

物と の離隔 

２ . 配線機器 

異音､ 異臭､ 損傷､

汚損､ 過熱及び取

付け状態 

 

 

 

 

 

 

３ . 分電盤､操作盤等 

操作・ 点検用 

ス ペース の適否 

４ . 接地線 

損傷､ゆる み､外れ､

及び断線 

外観点検 １ . 配線 

異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び他物と

の離隔 

２ . 配線機器 

異音､異臭､損傷､汚

損､過熱及び取付け

状態 

３ . 過負荷保護装置 

   整定値確認 

４ . 漏電火災警報器 

   テス ト ボタ ンによ る  

   動作確認 

５ . 漏電遮断器の動作 

   試験 

６ . 分電盤､操作盤等 

  操作・ 点検用 

ス ペース の適否 

７ . 接地線 

  損傷､ ゆ る み､ 外れ､          

及び断線 

  絶縁抵抗 

測  定 

絶縁抵抗測定 

  

 

接地抵抗 

測  定 

接地抵抗測定 

そ の 他の
機器類 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

異音､異臭､損傷､ 

汚損､過熱及び 

取付け状態 

 

 

２ . 接地線 

  損傷､ 外れ､ 断線､

及び取付け状態 

 ２ . 接地線 

  損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

  絶縁抵抗 

測  定 

絶縁抵抗測定 

 

  

 

接地抵抗 

測  定 

接地抵抗測定 
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点検方法（ 太陽電池発電所）  

月次点検及び年次点検 

電気工作物 
月 次 点 検 年 次 点 検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

太陽電池アレ イ  外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

   接地抵抗 
測  定 

接地抵抗測定 

接続箱 外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

   絶縁抵抗 

測  定 

絶縁抵抗測定 
 

   接地抵抗 

測  定 
接地抵抗測定 

パワ ーコ ンデ

ィ ショ ナ 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

 絶縁抵抗 

測  定 

絶縁抵抗測定 

 

 

 

  接地抵抗 

測  定 

  接地抵抗測定 

表 示 部 

動作確認 

  表示部動作確認 

電圧値、

電流値の

測    定 

１ . 指示計器 

  電圧､負荷電流測定 

電 圧値 、

電 流値 の

測    定 

１ . 指示計器 

  電圧､負荷電流測定 

系統連系 
保護装置 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

  損傷､変形､汚損､ 

  腐食､亀裂､発錆､ 

  及び取付け状態 

 
 

 単独運転 
検出機能 

の 確 認 

単独運転検出機能の 
  動作確認試験 
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電気工作物 
月 次 点 検 年 次 点 検 

点検項目 点検内容 点検項目 点検内容 

蓄電池等 外観点検 １ . 本体 

    損傷､変形､汚損､ 

   腐食､亀裂､発錆､ 

   及び取付け状態 

外観点検 １ . 本体 

   損傷､変形､汚損､ 

   腐食､亀裂､発錆､ 

    及び取付け状態 

 液量点検 液量確認 液量点検 液量確認 

   電 圧 、  
比 重 、  

液    温 
の 測 定 

蓄電池の電圧・ 電 

流・ 液温の測定 

接地装置 外観点検 １ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

外観点検 １ . 接地線 

損傷､外れ､断線､ 

及び取付け状態 

   

 

接地抵抗 

測  定 

  接地抵抗測定 
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本部

通用口

建物面積　54,152.10㎡

食堂

グラウンド

講堂

体育館

テニスコート

学生会館

北棟

案内図

正門

本部棟

共通施設棟

▼バス停

センター

教育研修

別
添

平
面

図

西口

南口

南棟

情報センター

敷地面積　102,265.37㎡



本部棟
( )内は面積(㎡)

１階
本部棟（本部）

屋外倉庫2

(46.2)

(21.9)

講堂廊下 (26.9)

W.C

＜中　庭＞

Ｗ．Ｃ
(59.3)

ラウンジ
舞台

ダイニング
(652.3)

エントランス
ホール(59.3)売店(100.1)

保健センター
(104.1)

(74.1)
Ｗ．Ｃ
(45.0)

＜中　庭＞

休養室
(34.3)

ＥＶ

倉庫

(43.9)

講堂機械室２

健康
相談室
(16.5)

本部事務室(326.1)

廊下等　(202.5)

控室

事務局長室
(45.0)

学長室
(59.3)

防災センター
(77.7)

特別
応接室
(59.3)

作業員室
(46.2)

メンテナンス
庫(18.2)

屋外倉庫
(46.2)

熱源機械室
(177.9)

講堂倉庫

発電機室
(118.6)

警備員室
(41.0)

電気室
(177.9)

講堂機械室１ 講堂Ｗ．Ｃ

冷凍機
ポンプ室(370.0)

サービスエリア

洗
浄
室

厨房(91.7)

倉庫１

受付ホール
(237.2)

本部入口
(59.3)

備蓄庫２
更衣室

Ｗ．Ｃ　(23.1)

診察室
(34.3)

学生
相談室
(16.5)

本部入口
(59.3)

理事長室
(38.9)

集
塵
積

舞台袖
舞台袖

２

講　　堂

ピアノ
庫

屋外倉庫1

(46.2)
車庫 備蓄庫1



( )内は面積(㎡)
２階

(37.1)

給湯室

(62.0)

廊下等（118.8）

副学長室

名誉教授
室(22.5)Ｗ．Ｃ(43.9)

研究科長室

舞台上部

学部長室
(37.1)

副学長室
(41.2)

中　庭

冷却塔置場

講　　堂

ＥＶ

(41.2)

(41.2)

会議室3



３階

( )内は面積(㎡)

４階

廊下等（98.0）

会議室２(70.6)
会議室１

(36.2)

ＥＶ

W.C.(22.
5)

大会議室(258.0)

ＥＶ

Ｗ．Ｃ
(36.2)

機械室(30.8)Ｗ．Ｃ
(35.6)

廊下等（128.3）



北　棟 ( )内は面積(㎡)

１階

学 義 学 運 理 心 評 理 評 物 学 物 実 物 演 講 体 参 調 社

準 肢 準 動 学 肺 価 学 価 理 準 理 習 理 習 義 験 加 査 会
備 ・ 備 治 療 ・ 実 療 準 療 備 療 室 療 室 ・ 学 型 実 福
室 装 室 療 法 代 習 法 備 法 室 法 法 習 習 祉

具 実 謝 室 室 学 室 室

習 系

室

階段 階段 階段

準 作 準 作 科 作 ス 看 ス 看 ス 研
備 業 備 業 教 業 タ 護 タ 護 タ 究
室 療 室 療 材 療 ッ 学 ッ 学 ッ 開
1 法 法 室 法 フ 科 フ 科 フ 発

2 学 ル ル ル セ
| | | ン

ム ム ム タ
|

機械室 機械室 機械室

階段 階段 階段

機械室

(18.00)

(16.8)

(38.5)

(29.6)

(29.7)

廊下・メディアギャラリー等　(1726.61)

206

ロッ
カー
室

(161.62)

小講義室小講義室

(79.75)

小講義室小講義室
207210 Ｗ．Ｃ

(46.7)

202203
小講義室ラウンジ

(79.75)

W.C小講義室

(79.75)

２階

ロッカー室

Ｗ．Ｃ

(16.8) 廊下・メディアギャラリー等　(1254.57)

213 208

作業療
法多目
的実習

室

＜メディアギャラリー＞

(29.7)

基礎作業学実習室

147

実習室

水治療法

(42.4) 128

146

(118.6)

(38.5)

(237.2)

(59.3)

(118.6)

109

倉

117

(22.6)

Ｗ．Ｃ

101

電

108 機械室

(38.5)

機械室

(237.2)

105

＜メディアギャラリー＞

機械室

倉庫

(64.7)

基礎・成人・老年

看護準備室
104

(59.3)

看護実習室

103

講

義
室調査実習

備室
111

看護学
科スタッ
フルー
ム　３

基礎・成人・老年

110114

カウンセリン
グ実習室

115

(社会調査分析・E-
learning室)

社会福祉

(59.3)112

ＣＡＦＥ

118

132

(59.3)125

実習室

(32.3)

準備室

119

福祉工学

214

(64.68) (64.68)

124130139

(34.0)

作業カ
ンファ
レンス
ルーム

211

(46.7)

201204
小講義室

(79.75)(79.75)

小講義室
(18.0)

209

(161.62)

(16.8)

205

(79.75)(158.16) (79.75)

小講義室

(158.16)

小講義室 小講義室
(18.0)

ラウンジ

(79.08)

212

(79.08)

(118.6)

(64.68)

Ｗ．Ｃ

(46.7)

小講義室

理学療
法学科
Learnin

g
Commo

(79.75)

小講義室 小講義室

(59.3)

カンファレンス

ルーム 113

(59.3)

(87.0)

106

(118.6)(118.6)

社会福祉学科

Ｗ．Ｃ

地域・家族・精神看護

実習室

(177.9)

機

室

(38.5)

械
実習室

(119.1)

102

(59.3)

(42.4)

母性・小児看護

107

(42.3)(42.3)

(21.8)

理学
療法
学科
スタッ
フルー

(118.6)

127 126

(118.6)

臨床運
動学実
習室

133
(89.0)

小演習室
134

小演習室

運動学
実習室

131

(22.3)

(22.3)

発達障害
実習室

141

作業療法評価

138

135

Ｗ．Ｃ

142
145

作業療
法学科
スタッフ
ルーム 116

123

庫

(38.5) (38.5)

(59.3)

121

(32.3)(32.3)

(118.6)

(118.6)

143 144

義肢・装
具学実習

室

運動療法学
実習室

倉庫

機械室

(118.6) 機械室109

(177.9)

倉庫

(43.5)(59.3)

(148.2)

機械室 機械室

120

(118.6)

(32.3)

129

140

(158.4)

(118.6) (118.6)

(137)

(59.3)

(118.6)

気

(476.0)

(21.8)

講
義
室

会福祉
子ども学科
スタッフルー

ム

理学
療法
学科
ﾐｰﾃｨ
ﾝｸﾞｽ

ロッカー室 ロッカー室 ロッカー室

(118.6)

室

(29.7)

122
(34.0)(42.3)(42.3)



看護学科
室(34.73)

中講義室

(142.26)

大講義室
(261.63)

研究室

434

(25.41)

研究室

( )内は面積(㎡)

理学療法学

科室

448(17.37)

研究室

432

(22.19)

ラ
ウ
ン
ジ

研究室

431

(25.41)

433

廊下等　(913.11)

大講義室
346

(24.6)

(25.41)

研究室

３階

(24.6)

436

(25.41)

４階

機
械
室

437

(25.41)

機械室研究室

(25.41)

研究室

(25.41) (25.41)

中講義室

(142.26)

社会福祉こど

も学科室

(17.37)

大学間連携
室(17.37)

中講義室

(142.26)

作業療法学

科室

449(17.37)

(25.41)(25.41) (50.82)(25.41) (25.41)(50.82) (32.9)(25.41)

426 425 424

(25.41)

428
ラウンジ

438

(25.41) (25.41) (25.41)

435

(25.41)

429430 427

(25.41)(25.41) (25.41) (32.9) (20.41) (25.41)

研究室

442

(25.41)

444 443 441 440 439

ラウ
ンジ

研究室 研究室 研究室

416

研究室

418421

ラウン
ジ

研究室

419
WC

研究室 研究室研究室

(16.4) (25.41)

ラ
ウ
ン
ジ(24.6) (25.41)

417

(25.41) (25.41) (25.41) (25.41)

倉
庫

研究室

423

W
C

研究室研究室 研究室 WC
倉
庫

ラウ
ンジ

研究室機械室研究室研究室 研究室 研究室 研究室研究室

(16.4) (24.6) (25.41)(50.82)

(25.41)

研究室

312

(25.41)

研究室

342

(25.41)

倉
庫

研究室

318

(25.41) (25.41)(25.41)

研究室

320

(25.41)

ラウンジ

(50.82) (16.4)

WC

(32.9)

ラウ
ンジ

(25.41)

倉
庫

中講義室
343

(25.41)

(16.4)

研究室

315

(25.41)

研究室

314

研究室

311313

研究室

319

研究室

316

研究室

321 317

研究室

中講義室
345

機

械

室

(25.41)

研究室

機
器
室

(25.41)

327

ラウン
ジ

(50.82)

研究室

420

研究室 研究室

323

研究室

325

422

研究室 研究室

329

(22.19)

328

(25.41)

326 322

機械室

(25.41)(25.41)

研究室

331

(25.41)

研究室

330

中講義室
344

研究室 研究室

廊下等　(1139.07)
(25.41) (32.9)(25.41)

324

WC 研究室研究室 研究室

333 332

(25.41)

研究室

335

(25.41)

研究室

機
器
室

(25.41)

研究室

336

研究室

339

(25.41)

研究室

(25.41)

(25.41)

334

(25.41)(25.41)

(16.4)

ラウ
ンジ

(50.82)

研究室

340

(25.41)

337

研究室

倉
庫

研究室

341

(25.41)

WC

(32.9)

338

研究室

機
器
室

機
械
室

(25.41)(22.19) (25.41)

機
械
室

機
械
室

(25.41)(22.19)

ラウンジ



教育研修センター棟
( )内は面積(㎡)

１階 ２階

(24.41) (24.41)

(29.6) (29.6)

３階 ４階

(25.41) (25.41) (25.41) (25.41) (25.41) (25.41) (22.19) (25.41) (25.41) (25.41) (25.41)

310 309 308 307 306 305 304 303 302 415

研大
究学
室院

研大
究学
室院

354 454

(24.35) (28.3) (24.35)

E
V

(29.22)

(25.41)(22.19)(25.41)(25.41)

(28.3) (26.75)

テラス

大学院
研修室

405

EV

(25.41)

機械室

(24.35) (24.35)(29.22)(28.3)

407

(28.3)

研大
究学
室院

研大
究学
室院

研大
究学
室院

351 408

研
究
室

(28.3)

406

(24.35) (24.35) (24.35)

353 352

(28.3)

研修ホール３０５
(149.46)

研修ホール

(21.0)

(26.8) (26.8)

Ｗ．Ｃ
(49.2)

廊下等(447.0)

大学院講義室205
(97.66)

(25.41)

大
学
院
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業務委託共通仕様書 

 

この仕様書は、業務委託の実施に係る共通事項及び業務委託契約書の補足事項を示すもので

あって、実施に当たっては、発注者と受注者が誠意をもって行うものとする。  

 

１ 法令の厳守  

受注者は、業務の実施に当たっては、関係諸法令及び発注者が定めた諸規定を厳守しな

ければならない。  

 

２ 業務従事者に関する受注者の責任  

受注者は、業務の実施につき用いた従事者による業務上の行為については、一切の責任

を負う。  

受注者は、契約の履行を期するため、資格・技能等が業務実施に適した者を選任し、そ

の氏名及び資格について発注者に通知し、その承諾を受けなければならない。従事者を変

更したときも同様とする。また、業務が埼玉県立大学の運営に果たす役割を十分に理解さ

せ、業務実施の際には下記事項の周知徹底を図るものとする。  

（１）発注者及び来学者等に好感を与える機敏な作業態度で業務を行うものとする。  

（２）発注者及び来学者等に好感を与える作業方法で業務を行うものとする。  

（３）発注者及び来学者等に好感を与えるユニフォームを着用し業務を行うものとする。  

（４）業務従事者間の技能格差をなくすためのマニュアルを作成し、常に臨機最適な対応

を実施できるよう、日常的に指導、育成及び研修を行うものとする。 

 

３ 業務関係者に関する措置請求  

発注者は、受注者が業務に着手した後に受注者の業務責任者又は業務従事者が業務の履

行について著しく不適当であると認められるときは、受注者に対して、その理由を明示し

た書面により、必要な措置を取るべきことを求めることができる。  

受注者は上記請求があったときは、当該請求に係る事項について決定し、その結果を受

けた日から10日以内に発注者に通知しなければならない。  

受注者は、監督員がその職務の執行につき著しく不適当と認められるときは、発注者に

対して同様に行うことができるものとする。  

 

４ 業務計画書及び実施報告書  

受注者は、仕様書に従い、業務の実施に先立って業務計画書を作成し、発注者に提出

し、その承諾を受けなければならない。発注者において、実施上異議があるときは、発注

者と受注者が協議するものとする。ただし、発注者が必要がないと認めるときはこの限り

でない。  

受注者は、業務に関する実施計画書（業務計画書）に基づき、計画的に業務を実施する

ものとする。また、業務を実施したときは、報告書等の書面をもって、速やかにその状況

を発注者に報告するものとする。  



５ 関連作業等を行う場合  

発注者は、受注者の業務履行に支障を及ぼすおそれがある作業等を行うときは、あらか

じめ受注者に通知するものとする。受注者が、発注者の運営に支障を及ぼすおそれがある

作業等を行うときは、あらかじめ発注者に書面をもって通知し、発注者及び受注者が協力

して対応するものとする。 

  

６ 秘密の保持  

発注者及び受注者は、本契約業務履行を通じて知り得た相手方の業務上の秘密を外部に

漏らし、又は、他の目的に利用してはならない。本契約業務の履行に当たる受注者の従事

者も同様の義務を負い、この違反について受注者はその責を免れない。  

 

７ 異状又は事故報告 

受注者及び業務に従事する受注者の従業員は、業務の履行に当たって委託対象に異状が

認められたとき又はそのおそれのあるときは、直ちに発注者に連絡し、発注者の指示を受

け、又は発注者と受注者が協議して臨機の措置を取らなければならない。ただし、緊急そ

の他やむを得ない事情があるときは、受注者の判断によって臨機の措置を取り、その取っ

た措置の内容を遅滞なく発注者に通知しなければならない。  

また、発注者又は監督員は、事故防止その他業務上特に必要があると認めるときは、受

注者に対して臨機の措置を取ることを請求することができる。  

 

８ 控室等  

発注者は、業務の実施につき必要があると認める場合は、受注者に対して控室、仮眠

室、資機材置場等を提供するよう努めるものとする。  

受注者は、発注者から控室等の提供を受けた場合は、善良な管理者の注意をもってこれ

らを使用しなければならない。  

受注者は、発注者から借り受けた資機材等（消耗品等を含む）の管理台帳を備え、発注

者から返還の請求があったときは、これら（消耗品等を除く）を原状に回復しなければな

らない。  

 

９ 特許権等の使用  

受注者は、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他法令に基づき保護される第三者

の権利の対象となっている業務仕様又は工法を使用するときは、その使用に関する一切の

責任を負わなければならない。ただし、発注者がその業務仕様又は工法を指定した場合に

おいて、仕様書に特許権等の対象である旨の明示がなく、かつ、受注者がその存在を知ら

なかったときは、発注者は、受注者がその使用に関して要した費用を負担するものとす

る。  

  



10 履行期間及び契約金額の変更方法  

履行期間及び契約金額の変更が必要になった場合は、発注者と受注者が協議して定め

る。ただし、協議開始の日から10日以内に協議が整わない場合には発注者が定め、受注者

に通知する。  

上記協議開始の日については、発注者が受注者の意見を聴いて定め、受注者に通知する

ものとする。 

 

11 業務の履行責任  

委託契約約款第１３条第２項の規定による検査において通常発見し得ない不完全履行

で、検査合格の日から１年以内に発見されたものについては、発注者は、受注者に対して

相当の期間を定めて完全な履行を請求し、又は履行に代え若しくは履行とともに損害の賠

償を請求することができる。 

 

12 解除に伴う措置  

受注者は、委託契約約款第１６条から第１８条までの規定により契約が解除された場合

において、発注者から支給材料があるときは、委託契約約款第１３条第２項の検査合格部

分に使用されているものを除き、発注者に返還しなければならない。この場合において、

当該支給材料が受注者の故意若しくは過失により滅失若しくは毀損したとき、又は検査に

合格しなかった部分に使用されているときは、代品を納め、若しくは原状に復して返還

し、又は返還に代えてその損害を賠償しなければならない。  

また、発注者から貸与品があるときは、当該貸与品を発注者に返還しなければならな

い。この場合において、当該貸与品が受注者の故意若しくは過失により滅失若しくは毀損

したときは、代品を納め、若しくは原状に復して返還し、又は返還に代えてその損害を賠

償しなければならない。  

受注者は、契約が解除された場合において、控室等に受注者が所有する業務機械器具、

仮設物その他の物件（下請負人の所有又は管理するこれらの物件を含む）があるときは、

当該物件を撤去するとともに、控室等を修復し、取り片付けて、発注者に明け渡さなけれ

ばならない。この際、受注者が正当な理由なく、相当の期間内に当該物件を撤去せず、又

は控室等の修復若しくは取り片付けを行わないときは、発注者は、受注者に代わって当該

物件を処分し、控室等を修復若しくは取り片付けを行うことができる。受注者は、これに

よる発注者の処分又は修復若しくは取り片付けについて異議を申し出ることができず、ま

た、発注者の処分又は修復若しくは取り片付けに要した費用を負担しなければならない。  

 

13 業務実施上の留意事項  

業務の実施に当たっては、次の事項に留意するものとする。  

（１）火気等の危険物を使用する際は、事前に発注者に通知するものとし、十分に注意を

して使用するものとする。  

（２）業務を履行するために必要な電気、ガス、水、電話の使用に当たっては極力節約す

るものとする。  



（３）電気、ガス、水、電話又は機械器具等の使用により、建物・器物等により損傷を与

えぬよう十分注意をして使用するものとする。  

（４）契約書に定める請求、通知、報告、申出、承諾及び解除は、書面により行うものと

する。  

（５）業務履行に関して発注者と受注者との間で用いる言語は、日本語とする。  

（６）業務履行に関して発注者と受注者との間で用いる時刻は、日本標準時とする。  

（７）契約書に定める金銭の支払いに用いる通貨は、日本円とする。  

（８）この契約は、日本国の法令に準拠するものとする。  

（９）業務履行に関して発注者と受注者との間で用いる計量単位は、仕様書に特別の定め

がある場合を除き、計量法（平成４年法律第51号）に定めるものとする。  

（10）発注者が委託契約約款第５条に規定する監督員を定めたときは、この契約の履行に

関し、受注者から発注者に提出する書類は、監督員を経由するものとする。  

（11）上記書類は、監督員に提出された日に発注者に提出されたものとみなす。  

（12）契約書における期間の定めについては、民法（明治29年法律第89号）及び商法（明

治32年法律第48号）の定めるところによるものとする。  

（13）本学は全面禁煙を実施しているため、業務従事者に敷地内で喫煙を行わないよう指

導すること。 


